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第 1章 市内各追跡の分布と概略

泉大津市は古代から小津 (和泉国府津)と して、和泉国の中心的存在であった。和泉地域は霊

亀 2年 (716)に河内国の大′島。和泉 。日根の 3郡を分割して和泉監が設置された。「イズミ」と

名付けられた理由は、現在の和泉市府中町の泉井上神社境内から清泉が発見され、清水の涌き出

る地と伝えられている。そして現在も「和泉の清水」として残っている。またそれ以前からも、

生活の場 。生産の場として開けていた事が、池浦遺跡・池上曾根遺跡・七ノ坪遺跡・古池遺跡・

豊中遺跡などの発掘調査において解明されつつある。今回報告の豊中遺跡も古墳時代から中世に

至る複合遺跡である事が解明されている。

現在市内には、古池遺跡・七ノ坪追跡・池上曾根遺跡・池浦遺跡・虫取遺跡・板原遺跡 。大園

遺跡・助松遺跡 。穴師小学校校庭追跡・穴師遺跡・穴田追跡 。東雲追跡・森追跡・豊中遺跡など

が知られている。また穴師薬師寺跡・泉穴師神社がある。

土地開発に伴って市内の各地で発掘調査がなされ、様々の追跡も解明されつつあるが、全域の

発掘調査を行なったわけではなく、まだまだ謎の部分が多く時間を要するものではあるが、現在

解明されている範囲だけで不十分ではあるが、豊中追肋昭和57年度の発掘調査結果を報告するに

あたり、市内の追跡についての概略を紹介しておく。

古池遺跡は豊中追跡に南接する追跡であり、上池地涯珠らは布留式の上師器、 8世紀までの須

恵器、古墳時代の木製品を多量に出土 している。ま、4縄文時代中期後半の土器片の出土もある。

府教育委員会の調査による要池地琶務 A地区からは弥生時代中期の重形土器、古墳時代の須恵器、

奈良時代の須恵器や土師器、鎌倉時代の瓦器を含む溝が検出されている。 C地区からは鎌倉時代
③

の倉庫建物や掘立柱建物が検出されている。また東接する地区でも平安時代後半から鎌倉時代に

属する掘立柱建物の検出がある。古墳時代から鎌倉時代に至る複合遺跡である。
④      ⑥

七ノ坪遺跡は豊中進跡の北西に接する遺跡である。泉大津高校地歴部や府教育委員会の調査に

より、古墳時代の上師器 。須恵器や中世遺物の破片の出上がある。遺構 としては竪穴住居跡 6、

方形周溝墓 1、 本棺直葬墓 1が検出されている。なおこの方形周溝墓は弥生時代の墓形態の 1つ

であり、古墳時代に入っても造られていた事がうかがえる。また市教育委員会の調査でも、弥生
⑥

式上器長頸重形土器、第V様式に属するタタキロ調整の甕や古墳時代の土師器の出上がある。泉

大津高校外の北東地区の調査で、遺構面より第V様式に属する甕の出土、溝からは古墳時代の庄

-1-



1 古池遺跡 2 豊中進跡 3 七ノ坪追跡 4 池上曽根遺跡 5 池浦追跡 6 虫取遺跡 7 板原遺跡 8.大国追跡
9 助松遺跡 10.穴師小学校校庭進跡 ■.穴師追跡 12.穴田遺跡 13 東雲逮跡 14.森遣跡
A.泉 穴師神社 B 大福寺跡 C 小寺跡 D.穴師薬師寺跡

第 1図 市内の追跡分布図 -2-



菊式土師器が多量に出土してぃるζ最近の府教育委員会の調査で、南限および南西限と考えられ

る泉大津高校敷地内のグランドで、古墳時代初期およびそれ以前の水田跡が発見された。七ノ浮

追跡における古墳時代の生活の場 (集落)、 生産の場 (水田)、 埋葬の場 (墓)が解明されつつあ

る。

池上曾根遺跡は豊中追肋の北側に位置する泉大津市曾根から和泉市池上の一帯であるが大半が

和泉市に属するものである。府教育委員会や和泉市教育委員会の調査においては池上遺跡と報告

されているが、市教育委員会の場合は曾根・森町を含めた範囲で、池上曾根遺跡と呼んでいる。

府教育委員会や大阪文化財センタどち調査において、第二様式中段階 (前期)か ら第V様式 (後

期)に至る集落追跡「池上弥生ムラ」である事が解明された。縄文時代後期と晩剤に属する土器

片や第 I様式中段階の遺物が少しあり、追跡の中心部において第 I様式新段階の遺構や遺物が検

出されており、前期においては集落の規模は小さかったと思われる。第Ⅲ様式の時期が一番拡大

化されたもので、集落を囲む人工の溝の東側と南側に方形周溝墓が形成されている。また古墳時

代の庄内併行期や布留式の土師器または須恵器、奈良時代の土師器甕、平安時代の土師器杯や黒

色土器高台付の杯 (椀)、鎌倉時代の瓦器椀の出土があり、池上曾根遺跡における弥生時代から鎌

倉時代までの推移がうかがえる。市教育委員会の調査においても弥生式上器の出土が多量にあ裂

池浦遺跡は豊中遺跡や七ノ坪遺跡の北西に位置する、弥生時代前期から始まる追跡である。第
⑫

I様式中段階から始まり、中期には追跡の規模は著しく縮少される。低位段丘に位置しており、

池上曾根遺跡と同様に人工的V字溝で住居区を限定していたようである。市教育委員会の調査で

も弥生式土器の出土があ混   ｀

虫取遺跡は池浦遺跡の南西に位置し、縄文時代の晩期の土器の出土があるが、弥生時代前期から

始まる遺跡として知られている。第 I様式中段階・新段階から第Ⅱ様式 。第Ⅲ様式・第Ⅳ様式の

遺物が出土してぃ理
板原遺跡は虫取遺跡の南東、古池追跡の南西に位置し、和泉市】巴子町に至る遺跡である。豊中

古池遺跡調査会による試掘調査において、縄文時代後期の「中津式」に対応する時期とそれに近

い時期の、波状回縁をなす太い沈線をめぐらす深鉢形土器の目縁片や底部片、古墳時代の須恵器、

中世の瓦器の出土があるiまた府教育委員会の調査でも、縄文時代後期の自然流路が確認され、

「中津式」および「中津式」併行の土器が出土した。また古墳時代土渡内から布留式の土師器、

平安時代の掘立柱建物 1棟 と溝 1条、鎌倉時代の掘立柱建物 7棟 と溝が検出されていると縄文時

代後期・晩期から始まる遺跡と考えられるが、虫取遺跡と同様に定住と考えるよりむしろ季節的

なキャンプサイトの跡かと思われる。それは中期末に属する土器片が炭・灰・焼土を伴って発見

されている事でもうかがえる。古墳時代初期から平安時代および鎌倉時代に至る複合遺跡である。
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大園追跡は泉大津市内の耳ヒ東地区に位置し、和泉市 。高石市におよぶものであるが、大半は高

石市が占めている。旧石器時代後期の翼状剖片 1点、縄文時代晩期と推定される石鏃 1点、弥生
O

時代と推定される石鏃 2点の出土がある。旧石器時代終末期から縄文時代草倉1期 にかけての、有
⑮

舌尖頭器の出土も 1点 ある。弥生時代の第V様式に伴 う壷で回縁に波状文や円形浮文を貼り付け

た土器片や古墳時代の須恵器の出土があり、また 6世紀後半と思われる2間 × 2間の「倉」の掘
⑩

立柱建物 1棟が検出されている。また既往の調査においても、 5世紀後半から6世紀後半の古墳
⑩

時代の掘立柱建物群、奈良時代・平安時代の掘立柱建物、鎌倉時代に属する溝が検出されている。

助松遺跡は海岸部に近い遺跡で、大正時代に道路工事中に、弥生土器の重や古墳時代の須恵器

④
甕が発見された。 ヽ

穴師小学校校庭遺跡は豊中遺跡・古池遺跡・七ノ坪遺跡
。池浦遺跡・虫取遺跡・板原遺跡など

に囲まれた位置にあり、付近には穴師追跡・穴田遺跡・穴師薬師寺跡・泉穴師神社がある。校庭

②
遺跡は工事中に弥生時代中期の壷棺が発見されている。

穴師遺跡は市教育委員会の試掘調査において、古墳時代の須恵器や土師器の破片、白磁片、中

世の瓦器片の出上がある。
④

穴田遺跡は瓦器や青磁や常滑陶器の中世遺物、土釜汁戸の遺構が検出されている。

穴師薬師寺跡からは宋銭や「穴師堂」銘瓦の出土があり、宝亀年間に小津の浜に木像の薬師如

来が流れつき、村にお堂を建てて安置した。昭和47年 12月 に参道沿いの校舎用地において調査が

行なわれた結果基壇が発兄された。また市教育委;t会の調査では弥生土器や土師器が出土 してい

②
る。

東雲遺跡は古墳時代中期初頭から鎌倉時代初期に至る集落遺跡である。吉墳時代の竪穴住居、

井戸、溝が検出され、布留式の上師器が出土 した。また奈良時代・平安時代の掘立柱建物が10数

棟検出されている。これらは何度も建てなるされており、一時期に建てられたのではない事が、

建物の主軸方向が異なっている事や、重復 している事で判断できる。な PD・ この堀立柱建物の中に

⑮

鎌倉時代初期に至る可能性のある建物も検出されている。

森遺跡は東助松町 4丁 目の地域に位置する追跡であるが、土器片の散布のみであり、解明はさ

れていない。

泉穴師ネ申社は自鳳時代の創建である。

豊中遺跡には「大福寺」「小寺」という小字名が残っており、記録的にはなにも残っていないが、

平安時代末以降の瓦や中世の瓦質羽釜の出土が、寺と結びつく可能性がある。「小寺」の小字名

の地区から骨壺の出土があるを現在「大福寺」の小字名の地区においての調査が行なわれていな

いので、確認はできていないが、今後の発掘調査に期待 したい。
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豊中違跡は、昭和52年度発掘調査の第 1地点において、布留式上器を伴った古墳時代前期に属

する溝と井戸 6基検出されている。第 2地点において、中世の瓦器を伴った井戸 4基と古墳時代

の竪穴住居の検出がある。第 3地点において、中世に属する溝と上層方形を呈する掘り方で平瓦

を積み、下層は竹製のタガが巻かれた杉材の井戸枠の井戸 1基と上部直径90cln、 深さ50cmの規模

の井戸 1基の検出がある。第4地点において、中世の溝と井戸 1基も第 5地点においても、中世

の井戸が3基検出されてい理

昭和53年度発掘調査の第 1地点においても、曲物枠使用の井戸が 2基検出され、中世遺物 とし

ての、土師質小皿・瓦器椀・土師質羽釜の出土がある。第 2地点においては、古墳時代前期の溝

状遺構。灰釉陶器や高台部内側あるいは体部に「田井」「田井殿」と墨書した黒色土器や土師器杯
④

を出土 した平安時代後半に属する井戸が 1基。中世の井戸 1基が検出された。

昭和54年度発掘調査の第 1地点において、古墳時代の溝や竪穴住居が検出されている。第 2地

点においては、古墳時代の竪穴住居 5軒、円形竪穴、溝が検出された。更にこれら遺構の下に、

古墳時代に属する河川状遺構の存在も確認された。また中・近世に属する溝も 2本遺構上面で確
⑩

認されている。

今回昭和57年度の発掘調査において、、第1地点。第3地点で中世遺構。第2地点で古墳時代

の遺構が検出されている。

以上のように断片的ではあるが、また未解決の部分が多く、全容が明らかにはならないが、こ

れからの発掘調査においての新しい発見により解明されていくと思われる。現在資料報告として

概要が作成されているが、遺跡の性格を解明するためにも、これらを再整理をお考察を行なって

いかなければならない。 (楠山)
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第 2章 調査に至る経過

豊中進跡は古池追跡に南接する、泉大津市豊中・北豊中町及び東豊中町一帯に所在する、古墳

時代から中世までの集落遺跡である。

豊中追跡には、古池遺跡・古池北遺肋や七ノ坪遺跡の一部が含まれていた。そのため名称の不

統一により混乱が生じていたが、その後の発掘調査及び地形的環境から考えて、混乱の少しでも

生じないようにしておく。昭和49年度の大阪府教育委員会による、第二阪和国道内の発掘調査で

は要池追跡と呼ばれていた地区を、昭和55年度の市教育委員会の発掘調査において古池追跡と統

一したと古池追跡は古池・上池 。要池を含む地域一帯である。今回、大阪府教育委員会による、

第二阪和国道内の発掘調査において、古池北遺乱 呼ばれていた地区を、市教育委員会の昭和54

年度調査報告の地点と本概要の第 2地点とあわせて豊中遺跡と統一しておく。

豊中進跡は、昭和20年、30年代には文化財、特に遺跡調査はほとんど実施されず、又大規模な

開発も行なわれていない。ただ府立泉大津高等学校地歴部部員によって、道路工事や水路工事の

際に須恵器等の破片が採集されており、遺跡の存在は知られていた。

昭和40年代になって、第二阪和国道 (現在国道26号線)の建設工事が着手されるようになつて、

豊中地域内に'あ る古池を埋めたてるため、池の水を排除したところ、池底より須恵器等の破片が

散布しているのが確認された。古池遺跡である。また大阪府教育委員会による発掘調査の結果、

⑭
倉庫跡や道路が検出された。続いて国道敷地内を調査した結果、古墳時代の竪穴住居をはじめ中

世に至る遺構が発見された。

市教育委員会においても、土地区画整理事業に先立って、衡路部分及び上池の発掘調査を実施

し、やはり同様の成果が得られ、豊中遺跡や古池遺跡の範囲や性格が認識されはじめてきた。

今回この追跡内の 3地点 (第 2図)に おいて宅地計画があり、それぞれの土地所有者との協議

の結果、宅地工事に先立って市教育委員会が発掘調査を実施することになった。本書はその発掘

調査の記録である。 (坂日)
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第 3章 調 査 結 果

昭和57年度の発掘調査報告とするのは、豊中遺跡の第 1地点・第 2地点
。第 3地点の3ケ所(第

2図)の地点で実施 した発掘調査の概要である。以下地点ごとにおいて記述を行なう。

第  1 地 点  泉大津市豊中954-3(第 3図 )

住宅建設に先き立つ発掘調査である。調査は、24m× 18mの調査面積約432∬ の規模の、調査域

を設定して行なった。まず重機により、耕土と床上の除去を行ない、床土下の暗茶色礫混り砂質

土層を、人力によって掘削を行なつた。

第 3図 第 1地点調査位置および調査区割図

ヒ N

A-5 A-4 A― A-2 A-1

B-5 B-4 B-3 B-2 B-1

C― E C-4 C-3 C-2 C-1

D一 : D-4 D―〔 D-2 D-1
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第4図 第1地点遺構図
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遣 構 (第 4図 )

調査域は、調査実施前までは、畑地として利用されていたため、盛土はされていなく、層序と

しては、耕土約30cla、 床土約 5 cm、 暗茶色礫混り砂質土層で遺構面となる。しかし一部分は、土

地区画整理事業時に、や

や深 く削平されている。

追構面は全体として、

暗茶色礫混り砂質土層に

みとめられるが、場所に

よっては、暗茶色砂質土

層や灰茶色砂礫混り土層

と異なりをみせる。

検出できた追構は、溝

・井戸・方形落ち込み・

ピット・土羨・落ち込み

・不定形落ち込み遺構・

溝状追構であ
'る
。以下各

追構ごとに記述をしてお

く。

溝 (第 5図 )

調査域のやや北地区を

東西方向に横断する、幅

約30cm、 深さ10cm～ 20cln

を測るものである。溝の

断面を、 7箇所において

観察してみた。堆積土砂

は場所によっては、少し

の異なりはみせるが、全

体として暗灰茶色上であ

る。またそれに近い色調

の粘砂土であった。

Ｄ・５＋ M~― ふ

K~―導″
~L

I~― TJ

ギ

ー5

G ¬三菫エア
~H

B｀
Eと

~F

c~ヤ
~D

A~ 、た  B

ギ
5

第 5図 第 1地点溝追構図および断面囲
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溝の底部に4箇所土器溜りがみとめられた。出土追物としては、土師質の刻ヽ皿・皿
。羽釜や瓦

器椀ではあるが、細片のために実測にいたらないものが大半である。溝全体は、出土遺物も少な

く、その中で大半は土師質土器片の中世遺物である。が少量ではあるが須恵器片の出土がある。

井戸 (第 6図 )

検出した井戸は 2基あ

り、共に隣接している。

検出面は砂礫の多く堆積

する砂質土の層位であり、

掘り方の大きいのを井戸

1、 小さいのを井戸 2と

した。

井戸 1 径2m× 1.4m

を測る中央に、径709nの

円形の掘り方があり、深

さは95crnを側る。外の掘

り方に堆積する土砂は、

灰茶色砂礫土であり、井

井戸2(羽釜井戸)、

「
Щ
＝
理
日
Ｅ

ｏ
ロ

一

第 6囲 第 1地点井戸 1・ 井戸 2

戸を検出した地山とほとんど同じ堆積であった。中央の円形掘り方の堆積土は、上層は灰色砂質

土である。灰茶色砂礫土と灰色砂質土を除去していくと、約70cm下 から曲物枠が出土した。井戸

全体を検出した結果、残存する曲物は 2段であった。曲物井戸である。曲物の底は青灰色砂層に

立っししていた。

出土遺物は、灰茶色砂礫土層より瓦器皿・椀、瓦質羽釜の破片で、灰色砂質土より土師質小皿

・羽釜の破片が出土している。

井戸 2 径90c14× 70clnの掘り方をもつものであり、井戸部は掘り方の東隅にある。井戸 1は曲

物枠を利用 (曲物井戸)し ているのに対し、井戸 2は土師質の羽釜の底部をぶち抜いた羽釜井戸

である。本来の羽釜の段数は不明ではあるが、残存する部分は3段を数える。しかし上段部の羽

釜枠は、堆積の前後の時期に削平されており、胴部の一部分を残すものである。井戸内に堆積す

る土砂は、灰茶色砂礫に灰茶色土が混ったものである。羽釜井戸枠および堆積土を除去する行程

で、羽釜枠よりさらに下に、曲物を利用した枠があることが判明した。曲物枠は井戸1よ り小さ

く、径35cm、 深さ15clnを 測るもので、2段みとめられた。

出土遺物は、羽釜井戸枠内より瓦器椀・備前焼の甕の破片、羽釜井戸裏ゴメ部分より土師質羽

井戸1(曲物井戸)
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釜片や瓦器椀・瓦質土器の破片が出土している。

方形落ち込み (第 7図 )

調査域の東隅に位置し、縦幅3.6m横幅2.9m深 さ約20clnを 測るものである。形状は隅丸の長方

形を程 している。推積土は上層から白灰色土・灰色砂質土・灰黄色砂質上の順序である。下層の

判

＝

・ｍ
世

尋

ｏ
Ｊ

く
―
工
Ｗ
Ｉ
弟
ノ
ー

f――‐――

方形落ち込み層位名

l.白灰色土層
2 灰色砂質土層
3.仄黄色砂質土層
4 灰黄色炭混り砂質土層
5.暗仄色粘土層h_―…―

第 7図 第 1地点方形落ち込み遺構図および断面図
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灰黄色砂質土を除去すると、底部に部分的に灰黄色炭混り砂質土層が確認できた。全ての堆積土

の除去を行なうと、肩部と底部に径約20cln深 さ約10cmを測る、ピットが6個検出できた。しかし

これらピットは点在し、まとまりを持つものではなく、ピットのもつ意味は不明である。

出土遺物は、上層 (第 1層 )白灰色土層より、巴文軒丸瓦や瓦器椀片 。土師質珂1皿片、中層 (第

2層 )灰色砂質土層より、弥生式土器第V様式の系統を引く甕の口縁片・底部片、下層 (第 3層 )

灰黄色砂質土層より、不定形刃器や弥生第V様式の系統を引く甕や庄内式の甕の破片の出土があ

る。

ビット

20数十回の大小さまざまなピットが検出できた。直径は約70cmか ら約15clnである。これらピット

は家宅としての形態をとるものではなく、調査地域内に点在するものであった。

ピット13・ 12・ 10・ 31のように一列に並ぶものもあるが、それに対応するピットは検出できず

家宅として復元することはできなかった。また堆積土も灰色土・灰茶色土・茶色土と異なるもの

であった。また20数個のピット全てにおいても同じことが言える。ピット内の出土遺物としては

瓦器椀の破片の出土が大半である。なおピット5か らは、黒色土器小皿 (35)と椀 (36)が、瓦

器椀と共に出土している。

上墳

土壌は 3つ検出できた。

土城 1 溝の南側の検出で、長径80cm、 短径50cm、 深さ9 clnを測る、楕円形を程している。堆

積土は灰茶色土である。

上渡 2 溝の南狽1で土壌 1と 並ぶ形で検出できた。長径 l m 30cm、 短径70cm、 深さ21cmを測る。

形状は楕円形を程しているが、一方に段がみとめられる。堆積土は灰茶色土である。

上墳 3 調査域の南隅で検出でき、径 l m 30cmで ほぼ円形を程している。落ち込みを切るよう

な形の検出である。深さは約10cmで ある。

落ち込み

調査域の南隅で検出できたが、調査域外におよぶため形状は不明である。土師質土器の破片を

含むもので、堆積は中世頃と思われるが、落ち込み内のピット20よ り庄内式の甕がほぼ完形に近

い状態で出土している。

その他の追構

調査域の北隅に、D-5ト レンチを設けたところ、上記遺構面よりさらに約10clt下に、深さ約

45cmを測る不定形の落ち込み状遺構が検出された。遺構の存在する層序は、先に検出した溝の北

側肩部より広がっており、中世もしくは平安時代末頃に整地された、整地層下に存在するもので
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ある。整地層からは、土師質練鉢や瓦質甕の出土がある。不定形落ち込みはトレンチ調査のため

に規模や形状は不明である。堆積土は茶色砂質土であり、中ほどまでの土砂からは瓦器・土師質

土器の破片が出土している。

D二 5ト レンチに平行するように、部分的にC-5ト レンチ、B-5ト レンチを設けたところ、

2つのトレンチから同方行に流れる溝状遺構が検出できた。この溝状遺構はB-5ト レンチから

C-5ト レンチからD-5ト レンチの不定形落ち込み状遺構に続くものと推測できる。溝状追構

の推積土も茶色上であり、瓦器小皿・椀、瓦質甕の破片の出土がある。しかしB-5ト レンチの

溝状追構の南肩部より、須恵質把手付鉢 (29)、 土師器杯などの平安色のこいものが出上している。

(貴志 )

遺 物

出土遺物はく古墳時代の上師器、平安時代から中世にかけての黒色土器、中世の土師器
・土師

質土器・須恵質土器・瓦器 t瓦質土器・陶磁器である。中世の遺物が大半で、なかでも土師器
・

瓦器の皿・椀の日常雑器類が中心で、破片の出土は多量にあった。土師質羽釜・甕・練鉢
・土錘、

須恵質甑 。練鉢・播鉢、瓦質甕・練鉢
。大型椀、青磁・白磁・染付、瓦、石製品、種の出土があ

る。古墳時代の遺物としては、土師器高杯・甕が出土している。

原則として器種別に分類し、個々の法量、胎土、色調、調整、出土場所 (層 )、焼成、質に
つい

ては遺物観察表に示した。

(1)土師器 。土師質土器 (第 8・ 9図 )

土師器巧ヽ皿 (1～ 15)

出土した小皿を形態別に、 Iか らIVの 4形態に大きく分類した。

I形態 1・ 10、 底部からゆるやかにカーブを描きながら、わずかに立ちあがり、口縁部は丸

く調えられている。調整は内外面共にナデである。

電形態 ■、 I形態であるが内面調整がハケロであるので分けた。

I形態 2～ 4、 やや平らな底部で、底部と口縁部にやや明瞭な稜がある。断面は弧状である。

Ⅲ形態 6。 12、 平らな底部で底部と口縁部の境に鈍い稜がみられる。 1形態に比
べて口縁部

以外は器壁も厚く、口径も広い。

L形態 7、 Ⅲ形態とほとんど同じであるが、日縁部 も底部と同じで厚い。

Ⅲb形態 8。 13～ 15、 底部はやや丸みを持っており、立ちあがり部にヘラ起こし痕や指圧痕が

残り、鋭い稜がみられる。
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V形態  9、 九みの底部から回縁部にかけては弧状で、境はやや鈍いが稜がみられる。

上師器皿 (16～ 20)

16・ 17の器形は、内弯しながら外上方へ立ちあがり、日縁部は九く整えられている。外面立ち

あがり部に指圧痕を残 している。16は内面にヘラ磨きが施されている。

18～20の器形は器壁は厚手で内弯しながら外上方に立ちあがり、日縁部はつまみあげられてい

る。18の調整はナデで、19。 20は外面立ちあがり部にかすかに指圧痕が残る。その他の部分はナ

デであるが、20の内面底部に不鮮明ではあるが指擦り痕を残す。

上師質羽釜 (21～ 23)

土師質羽釜は 3点出土してぃるが、全て同一井戸からの出土であり、羽釜井戸の枠として使用

されていたものである。 3点共に日縁部は内弯しながら上方へ延びたあと、端部は「く」の字状

に外反している。21の端面は平坦になっており、横に張り出し丸くおさまる。22は端面も小さく

横への張り出しもわずかである。23の端部は「く」の字状に外反しているが、端面は上向きで九

くおさまっている。23の外面鍔より下】同部に指圧痕が多く残っておりそのうえからヘラナデがみ

とめられる。22。 23の外面にススの付着があるが、井戸粋として使用した為か洗い流されている。

上師質策 (24)

外方へ折れ曲がる口縁部で、端部は厚手で九く整えられている。日縁郡はヨコナデ調整で、外

面胴部は横方向の粗いタタキロである。

上師質練鉢 (25～ 27)

25。 26の日縁部の色調は黒灰色で三角形状に膨らみ、端面はやや九みをおびているが平坦にな

っている。27は回縁端面にわずかな窪みが認められる。 3点共に焼成はあまりよくない。

上師資土錘 (28)

28は小型の管状のものであり、一般に紡錘状土錘と呼ばれるものである。器表面は指押え痕を

少し残し不整形である。孔内径は 4 clnと 5 cmの楕円で、孔内及び孔両端には紐ずれ痕は確認でき

なかった。

(2頑恵質土器 (第 9図 )

須恵質把手付き鉢 (29)

回縁部は外に張り出しており、端面は平らに整えられている。外面回縁部に1本、胴部中央に

重なるように2本沈線がある。把手部は手でおおまかな形を作ったのち、指押えにより整えてい

る。なお付け根から約 5 cmの下面に直径 l cm深さ1釦の穴刑彰られている。胴部内面はヘラナデ

が残り、外面は残りが悪いがタタキロ調整である。平安時代に属するものと思われる。

須恵質練鉢・楯鉢 (30～ 34)
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30～ 32は練鉢の日縁片であり、34は練鉢の底部片である。いずれも細片であるため器形につい

ては不明であるが、底部のしっかりした逆台形と思われる。30～32の日縁端部は、内側につまみ

上げられ外側に拡張している。

33は悟鉢の回縁片で、日縁端部は三角状に膨らみ端面は平らである。内面には櫛状のもので規

則正しく刻まれているも線刻の幅は0.5cmで間隔は2.5cmである。

(3)黒色土器 (第 10図 )

黒色土器小皿 (35)

黒色土器は内面に炭素の吸着がみとめられ外面は土師質と変化がないもの黒色土器A類と、内

外面共に炭素の吸着がみとめられるもの黒色土器B類に分類でき混 35は内外面を炭素の吸着に

より、瓦器特有の光沢とは異なり、指で器壁に触れるとススが付着するほどで、色調も瓦器は暗

灰色・乳灰色であるが、35は黒仄色で黒色土器B類に属するものである。

黒色土器小皿は、堺市舶松南高田遺訴推おいて 1点、椀と共に図示してぃるが、大半は細片で

図示は出来なかったものと思われる。

黒色土器椀 (36)

36も小皿35と 同様に内外面共に炭素の吸着により、瓦器特有の光沢とは異なる器壁で色調も黒

灰色で黒色土器B類に属するものである。35。 36は共にピット5か らの出土である。

田中 琢氏による黒色土器分類は炭素の吸着の違いでAB2類 に分けている。A類は 8世紀中
頃過ぎにごく少量表われて 9世紀から10世紀にかけて最盛期で、B類は10世糸己末頃に始まり長い

⑦
期間ではなく瓦器の成立に移行していったと考えている。

豊中追訴推おぃて以前の調査でも黒色土器の出土がある。平安時代後半に属する、四隅に柱状

の角材を立て横板を4枚積み上げ、その中央に曲げ物の井戸枠を据えつけている井戸からであり、

22点の黒色土器椀が報告されている。全て内面のみに炭素の吸着がみとめられるもので黒色土器

A類に分類できるものである。そのうち6点は高台部内側に『田井』『田井殿』と墨書されてぃ

る墨書土器である。
⑩

堺環濠都市遺跡において黒色土器が16点図示されている。底部片だけである2点 を除いた14点

の分類は、内面のみ炭素の吸着のA類が 6点で、分類上A類に属するが内面と外面回縁部に炭素
⑩

の吸着が認められるものが 7点、B類に分類されるものが 1点である。なお森村健一氏は、堺市

内出土の黒色土器に限定して、 I期からⅥ期の編年試案「堺市内出土黒色土器編年試案」図解と

考察をしていR

堺市浜寺諏訪森町二丁遺誘能 おいても黒色土器椀A類が 3点、B類が 4点図示されてい理

高石市大園遺訴推おいて、高台部分のみではあるが黒色土器椀が 1点出土している。観察にょ
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ると外踏ん張りの高台でややしっかりしている。内面のみ黒色の炭素の付着がみとめられる黒色

土器A類に分類されるものと思われる。なお1975年 8月 の発掘調査着手から1976年 3月 の概報報

告までにおいて、大園遺跡は瓦器の出土は多量にあるが黒色土器の出土は極めて少ないと書かれ、

和泉地域において黒色土器を使用した時代の追跡の調査例が少ないのか、黒色土器の使用事態が

少なかったのかと推測され、それが和泉の地域性なのかと「 4・ 平安時代～江戸時代、黒色土器」
⑮

において酒井龍一氏・杉本朝美氏・畑暢子氏は憶測している。

(4)瓦器 。瓦質土器 (第 10図 )

瓦器小皿 !皿 (37～ 42)

瓦器小皿30～40は外面底部は指圧痕を残し平らに整えられており、日縁部はナデ調整である。

40は外面立ちあがり部にヘラ磨きが施されている。

瓦器皿は41・ 42の 2点であり、丸みのある底部で外上方に内弯しながら立ちあがり日縁部に至

る。端部は丸く整えられている。41は内外面共にナデ調整で、42は外面立ちあがり部に凸凹な指

圧痕を残し、内面に螺施状暗文がある。

瓦器椀 (43～ 52)

瓦器椀43～47は深いタイプで12世紀初から13世紀初頃であり、48～ 52は浅いタイプで13世紀中

・後頃である。

瓦質莞 (53～ 56)

53～ 55は頸部よリロ縁部にかけて外に大きくそり返っており、端部は丸く整えてある。胴部残

存部に53・ 55は横のタタキロ、54は縦横のタタキロが施されている。56の口縁端面は水平で、日

縁部は肉厚である。内面にはハケロが施されている。

瓦質練鉢 (57・ 58)

57の 回縁端部先端は少し角を持つようにつまみあげられ、端面は平らになっている。58の日縁

端部は上下に拡張しやや厚く。端面はこころもち丸みを帯びている。

瓦質大型椀 (59)

口縁端面が水平で端部両端がやや丸く膨らんでいる。

(5)陶磁器 (第 11図 )

青磁 。自磁 (60～ 73)

60～ 62・ 64～73は青磁で、龍泉窯系の中国製陶磁器であ理 60～ 62・ 64・ 65は図示できたが、

60～73は細片のため図示なし。

60は蓮弁文の変化と思われる線刻文の続である。高槻市から口縁片ではあるが 1点出上してぃ

理 61は青磁蓮弁文碗で、ヘラ彫りによる蓮弁文である。62は青磁FP花文字文碗の底部片であり

-20-
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⑩
印花文中央に『大吉』の文字が刻即されている。64は青磁四耳壷の底部片で、器壁は厚手で高台

は外に張り出ししっかりしている。他の青磁に比べて釉色が薄く青灰色である。12・ 13世紀頃の

ものである。66・ 67は青磁蓮弁文碗である。66の蓮弁文はスタンプによる型押しで、67はヘラ彫
⑩

りによる蓮弁文である。61・ 62・ 66～73は明代のものである。

白磁63は同安窯の中国製碗の底部片で、高台はやや高く削り出しである。底都外面には施釉は

なく、内面は灰自色の釉が施されている。

染付 (74～ 80)

74は図示できたが、75～ 801よ細片のため図示はなし。

74は染付の茶碗で、内外面には淡青仄色の釉が施 され、磁胎は級密で乳灰色である。日縁部の

内外面には乳青色の線が一周し、外面には乳青色で島の絵が描かれている。

(6)瓦
。石製品・種 (第 12。 13図 )

瓦 (81～ 84)

81・ 82は巴文軒丸瓦である。81の文様は左回りの三巴文と思われ、周縁には蓮珠文がある。82

の文様も三巴文で左回りと思われるが、巴文部分の残りが少ないためはっきりしない。周縁には

蓮珠文がある。83・ 84は均整唐草文軒平瓦である。

-21-



石翌品 (85～ 88)

石器85の石材はサヌカイ トで、二等辺三角形

の鋼片を素材とし外形にはあまり調整方B工を施

さず、劉片の素材の形をそのまま使用している。

長い一辺の両面を入為的に調整 しており、不定

形刃器であるが使用痕は確認できなかつた。横

最大長5.3cln・ 縦最大長7.6cln・ 最大厚1.lclnで あ

る。

86は球形 を呈する河原石で、石質は砂岩であ

る。球形の=部に打ちつけによる鋼離面がみと

められ、表面は風化のためか熱をうけたためか

脆くなつている。

87も河原石で石質は砂岩であるが目が細かく、

形も平たいもので表面には焼成によるためのス

スが付着 している。

88は砥石で石質は砂岩で、形は長方体で使用

面は 2面で、'そ のうち1面は奇麗に磨かれてい

る。i
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第12図 第 1地点出土遺物

種 (89～ 91)

種は 3点出土している。89は縦約 3 cln横約 2 cln最大厚約1.5clnの 長形であり、種の表面には太く

て浅ぃ線状が見られる。90は縦約2.5cm横約1.8cln最大厚約1.3clnの長形で、89と 同様に線状が見ら

れる。91は半分に破れているが縦約2.3cm横約1.5clnで小型の長形であり、表面摩減のため線状は

①
浅くなっている。 3点共コダイモモに分類されるものと思われる。

(7麻生 。古墳時代の追物 (第 14図 )

土師器高杯 (921

92は棒状中空の柱状部の高杯で、ラッパ状に広がる裾部を有するものと思われる。柱状部は肉

厚である。

上師器養 (93～ 105)

93～ 103土師器甕の口縁片であり、全て方形落ち込みの第 2層灰色砂質土層からの出上である。

口縁端部は外方向に反り返っており先端部は面を持たず尖っている。弥生第V様式から庄内式ま

での、第V様式影響を受けた上師器である。104・ 1051ま台状底部の土師器妻の底部片である。105

-22-
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は方形落ち込みからの出土であり、やはり第V様式影響を受けているものと思われる。

(81PSヽ結

出土遺物を見てもわかるように、土師質土器・瓦器などの中世遺物が主である。しかし中世以

前の黒色土器においては、まだまだ問題点はあり時期の決めてとしてはっきりしないが、田中
⑦

琢氏の分類方から考えると黒色土器A類は750年頃以降 (田中分類法8世紀中頃)つ まり奈良時代

後期には現われており、最盛期は800年頃から950年過ぎ頃 (同 9世紀から10世紀にかけて)つま

り平安時代前期から中期にかけてである。B類は900年代後期頃 (同 10世紀末頃)つまり平安時代

後期には始まっていた。年代を細かく決めたが時代区分をするために、田中分類法から便宜上決

めたのであり問題点もあると思われる。
③

時代区分から豊中追跡の墨書黒色土器はA類であるから平安時代中期頃と考えられる。今回出

土の黒色土器 riヽ皿35と椀36は B類であるから平安時代後期頃と考えていいと思う。

豊中追跡において今までの報告で古墳時代の遺物や遺構が検出され、また中世の井戸や瓦器な

-23-



どが多量に出土しており、古墳時代と中世においては少しとも解明されつつはあるが、奈良 。平

安時代については少しは遺物が出土するが不明な点ばかりである。なお遺構としては先に記述し

た墨書黒色土器 6点、黒色土器A類16点、土師器杯53点、灰釉陶器 2点、土鍋 1点 を出土した井

戸が 1基ある。南接する府中遺跡内には国府も置かれている事からもこの一帯はこの時代におい

て重要な場所である。今回報告の黒色土器 2点 と井戸出土の土器は、この空白期を埋める1つの

資料であると思われる。また北隅 トレンチ内の溝状遺構より須恵質の把手付鉢29や土師器杯など

の破片が出と しており、これらも平安時代の遺物と思われるのでつけたしておく。

古墳時代前期の土師器を出土した方形落ち込みがあり、これらは第 2層 からの出土であるが、

日縁片や細片であるし、第 1層 からは巴文軒丸瓦82や土師質土器や瓦器椀などの破片が出土して

おり古墳時代遺構と考えにくく、堆積は中世以降と考えられる。 (楠山)

"ヽ
  トーー<1

第14図 第 1地点出土追物

‐`
 102
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第  2 地 点  泉大津市豊中967-11 (第 15図 )
住宅建設に先き立つ発掘調査である。敷地の中央部に調査羨を掘削したが、遺構・遺物ともに

わずかしか検出できず、更に東側で調査残を掘削したところ、南側部分で、土師器片・須恵器片

が砂利と共に検出された為、この南側の部分を更に拡張して調査を実施すべく断面観察を行なっ

た結果、南に行くにしたがって砂利層が深くなっていた。この地の南側には (古池遺跡)、上池が

あつた所であり、この池に向っての傾斜地であると考えられる。又調査羨の北測では、遺物の検

出はあまりみられなかったが、ピットらしき違構が確認された。よってこの北イ員」部分を拡張して

調査を実施 し、南側部分は土置き場とした。調査範囲は19m× 12m+7m× 2mの規模である。

遺 構 (第 16図 )

層序は、上部より耕土 (18～ 20cm)、 床土及び旧耕土 (約 20cm)、灰茶色細砂質土 (26cln以上)で、
この層の上面が遺構面となる。なお第17図に示した断面図の斜線図は下層を表わすものではない。

検出した遺構は、掘立柱建物 1、 溝 7、 溝状迪騰の痕跡 と、土羨 2、 ピットである。以下各追

構ごとに記述する。

掘立柱建物 (第 18図 )

東西 3間 (4m80)× 南】ヒ2間 (2m40)の 規模の建物である。掘り方はほぼ円形であるが、

隅み丸の方形 (ピ ット53・ 55・ 57・ 64)の ものも見られる。柱穴は直径20cln～ 25cm、 深さ26cm～

40cmである。柱間 (柱穴)の寸法は、東西で l m50、 南北で l m20を 測る。ピット55。 56・ 57・

64には根石が見られた。埋土は淡灰褐色粘質土である。この掘立柱建物は古墳時代に属するもの

である。

溝

溝は 7条検出できた。方向、幅共にまちまちであり、途切れているものもある。溝 1・ 溝 2・

溝 3・ 溝 4・ 溝 5・ 溝 6・ 溝 7と し、各溝ごとに記述する。

溝 1 南から耳しの方向に流路を持つ溝である。規模は上部幅30～ 45cm、 底部幅15～ 25cm、 最大
深mcm、 現存長約 6mであり、北部において、削平のため途切れている。堆積土は灰褐色粘質土
である。土師器片が出土してぃる。掘立柱建物に重復するが、時期は溝 1の方が古い。

溝 2 南西から北東方向へめ流路を持つ溝である。規模は上部幅40～ 65cln、 底部幅20～ 48oln、
最大深は中央部で約20cm、 現存長約 4m60で ある。堆積土は淡灰自色上で、遺物は、土師器重回

縁及び】同部片・須恵器杯底部片・瓦器椀片などである。

溝 3 南から耳ヒヘの流路を持つ溝である。上部幅約20cln、底部幅約 9 cm、 深さ4～ 5 cm、 現存長
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第15図 第 2地点調査位置および調査区割国
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つ溝である。上部幅50～ 60cm、

底部幅23～ 27cln、 深さ18～ 26cln

の規模で、U字形の溝である。       と
推積土は灰褐色粘質上である。
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び底部の破片、須恵器甕及び重

の胴部片や杯底部片が出土した。
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溝 5 南東から北西にかけて P-64         0     1    2m

の流路を持つ溝で、上部幅85cln   第18図 第 2地点掘立柱建物
～ l m90、 底部幅50cln～ l m2も、

現存長約 4mのやや規模の大きいものである。土師器甕及び高杯片・須恵器壷底部及び甕胴部片

・杯底部片が出上している。

溝 6 南から北方向へ若千流れ、東方向に向きを変える流路を持つ溝である。規膜は上部幅15

～40cm、 底部幅 5～ 25cla、 深さ12～ 14c14、 現存長約 2mである。出土遺物は土師器甕 (115)。 小

型九底土器 (120)・ 須恵器杯蓋 (132)。 甦 (145)・ 鉢 (146)である。

溝 7 東から西へ向かう流路を持つ溝である。規模は上部幅60～ 70cm、 底部幅28～45cm、 深さ

14～ 22cln、 現在長約 2mの、断面U字形の溝である。溝の西端は削平のため途切れている。堆積

土は淡灰色粘質土で、出土遺物は土師器重・甕の破片・須恵器重・甕・杯の破片がある。

溝状遺構

調査区の南側部分に、幅約 l m50、 深さ約10cm、 現在長約 l m50た らずの規模で、およそ東西

方向の溝状遣構の痕跡がみとめられた。東端で痕跡は途切れており、その流路・性格は不明であ     I

る。遺物はみとめられなかった。

上城

土残は調査域のほぼ中央で 2つ検出できた。
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土壊 1 長辺90cm、 短辺65cmで隅九の長方形を呈している。深さは約25clnで、淡灰色粘質土が

堆積しており、土師質土器の破片が出上した。
II14格は不明である。なおこの土羨の肩部に、長さ

約45cm、 幅約20clnで、断面三角形の比較的大きな砂岩が見られたが、土渡とは無関係のものであ

ると思われる。

土墳 2 土羨 1の北西約 lm位置にある。長軸約 l mlo、 短軸約 60cm、 深さ約20cmを測る規

模のものである。土羨の底部に、直径約30cm、 深さ約1lclnの ほぼ円形のピットが掘られている。

ピットの推積土は淡灰色土であり、遺物はみとめられなかった。土羨の堆積土は淡灰色粘質土で

あり、須恵器の甕・杯の破片と土師器片が出上した。なお土残 2も 土羨 1と 同様に性格は不明で

ある。

ビット

上記以外の追構として約90個のピットが検出されたが、上記の掘立柱建物 1軒以外には、建物

跡等を復元するには至らなかった。

ビット21に は8個の攀大位の大きさの石が、直径約10cm、 深さ17clnの ピット (柱穴)を囲み、

またピット63の底部には 9個の石が、直径約10cm、 深さ約22clnの ピット (柱穴)を囲み配置され

ていた。ピット97に は長さ20cm× 10cm、 20cm× 5 cmの規模の石が 2個底部にみられた。これらピ

ットの前後関係や時期については不明ではあるが、出土遺物からみて古墳時代に属するものであ

る。ピット611・ 105は溝 1に より切断されている。ピットlo61よ溝 4に より切断されており、これ

らピットにはかなりの時期差がある。                      (坂 口)

遺 物

出土遺物は、弥生後期から古墳時代に至る第V様式の系統を引く過渡期の土器、古墳時代の庄

内式や布留式傾向の上師器、須恵器、土師質土器の出土である。

原則として器種別に分類し、個々の法量、胎土、色調、調整、出土場所 (層 )、焼成、質につい

ては遺物観察表に示した。

(1)弥生式上器・土師器 (第 19図 )

壷 (106)

長い円筒形の日顕部を持つ壷の破片である。

甕 (107～ 115)

107～ 1091よ「く」の字状に届折する頸部で、日縁部は外反し端部は上につまみあげられ庄内式

に分類されるものである。110・ 112は ゆるやかな「く」の字状の頸部で日縁端部は若子面を持ち
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やや内側に膨れているが九く整えている。第V様式の系統を引く「伝統的第V様式」駒 らゝ庄内式

に至るものである。111の 日縁端部はやや九みを帯びた面をつくっている。第V様式の系式を引く

ものである。114・ 115は底部で、底面は平坦でしっかりしており底部外面にタタキが施 されてい

る。第V様式の上器である。

113は土師質甕である。胴部はあまり張らなくて日縁部は胴部より外上方に伸び、端部は上方に

つまみあげられ九く整えている、端面夕M則は凹状である。日縁部は回転によるナデ調整で、胴部

は外面タテハケロで内面はヘラで強く削っているため境には稜がある。和泉市府中進ぴ准おいて

土師質小皿・皿と共に出土している。

高杯 (116～ 119)

116・ 117は杯部を少し残す脚部片で、やや上方に広がる杯底部からゆるやかな角度で外反し、

底部と日縁部の境に稜が認められる。脚部は柱状部と裾部とに分けられ、柱状部はややなだらか

に広がり裾部は大きく開く。116の脚部内面には指圧痕が残る。器壁は厚手である。東大阪市北鳥
①

池遺跡第 1ピ ットから同タイプの出上がある。

118・ 119は杯部片で、なだらかに広がる日縁郡を有する布留式傾向の土器である。

小型丸底土器 (120)

口縁部の広がリカⅥ さヽくて日径と胴部最大径の差があまりなく、口縁部外面の調整がヨコナデ

のものである。布留式傾向である。

土師質小皿 (121)

やや平らな底部で、やや内弯気味に口縁に至り、底部と口縁部に明瞭な稜がみられる。日縁部

は回転ナデである。113の土師質甕と同時期のものと思われる。

(2頑恵器 (第 19・ 20図 )

杯蓋 (122～ 132)

蓋A 122は天丼部と口縁部との境に鈍いが稜のあるもので、日縁端部が外反している。第 I型

式 5段階から第Ⅱ型式 1段階と考えられる。

蓋Bl 123～ 125の 3点で天丼都が平坦になっており、日縁部が丸く整えられている。1231よ天丼

部は平坦で第Ⅱ型式 5段階、1241よ天丼部がやや丸みを帯びており第Ⅱ型式 4段階から5段階と考

えられる。

蓋B2126～ 128の 3点で日径は著しく狭く小型化している。口縁部は丸く整えられている。第

Ⅱ型式 6段階である。128の天丼部外面はヘラ切り未調整である。

蓋c 129は天丼部と口縁部の稜が認められないもので回縁部は大きく外反する。

蓋 D 130は小型化したタイプで日縁部にかえりがあり、天丼部に宝珠様つまみが付くもので、
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第Ⅲ型式 1段階ないし2段階である。

蓋 E 131は やや大きめになり擬宝珠様つまみが天丼部に付く。第Ⅳ型式 1段階である。

蓋 F 1321よ やや小型のもので器高が著 しく底くなり、天丼部に宝珠様つまみが付く。第Ⅳ型式

4段階である。

杯身 (133～ 140)

身A 1331よ 立ちあがり高が長くやや内側に入り、受部は外方向に平らに延びる。第 I型式 4・ 5

段階ないし第Ⅲ型式 1段階と思われる。

身B 1341よ 立ちあがり高が短くなりまっすぐにたつ、受部は短かくやや上向きに延びる。第Ⅱ
/

型式 4段階である。

身c 1351ま 日縁部と底部がはっきり区別でき、口縁部はやや外反しながらたち、底部は平らで

面をなしている。第Ⅱ型式 6段階である。

身D 136。 137の 2点で平らな底部にしっかりした外広がりの高台が付く。第皿型式 1段階で

ある。

身E 1381よタト広がりの高台がやや低くなり、高台の付く面側にやや盛りあがりがみられる。第

Ⅲ型式 2段階である。

身F 139。 140の 2点で、139は外広がりで低い高台であるが内側に盛りあがりがなく第Ⅳ型式

1段階で、140は低 くはあるがまっすぐな高台が底部と口縁部の境に付く、第Ⅳ型式 2段階である。

杯蓋・身の時期編年については、『陶邑Ⅱ』大阪府教育委員会 1977。 の第 5章考察 2出土遺

物の分類と編年及び編年表 (案)を参考にした。

短顕壷蓋 (141)

白縁部が外方へやや広がり端部は鋭くなる。口縁部の調整は回転ナデである。

壷 (142)

日縁部は外反して端部に至り端部は丸く整えられている。長顕壷の口縁片と思われる。第Ⅳ型

式 1な いし2段階である。                               ｀

高杯 (143。 144)

143の脚部は杯基部から直線に下方に延び、中位に凹線があり2段になり、裾は大きく外下方に

広がる。 3方向に長方形の 2段透かし孔がある。第Ⅱ型式 4・ 5段階である。

144は脚部が著しく低いもので脚端部が内側につまみあげられ、屈曲し丸く整えてある。第Ⅱ型
@

式 6段階である。『陶邑Ⅱ』に同タイプのものが 2点出土している。

甦 (145)

日縁部は外上方に広がり2本の凸線をめぐらし、端部は内側する浅い凹面である。
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鉾 (146)

高台の付かない安定した鉢である。第Ⅳ型式 4段階である。

靖壷 (147・ 148)

2点出土してぃるが、釣り鐘状の蛤壺の釣手部のみで完形品はない。一方の塞いだ円筒の体部

を始めに整え、塞いだ部分に棒をのせ粘土を張り付けながら、指押えにより釣手部の形を整え、

棒を抜き取って円孔をつくっている。 2点共に焼成が不十分で丁寧につくられたものでなく、小

型で須恵質の飯蛤壷である。

和泉丘陵内谷山池地どち窯 (C-27窯 )か ら蛤重が 3点出土している。釣り鐘状の靖壷である。

泉佐野市湊遺爾淮おいても釣り鐘状の蛤重が24点ほど出土している。大園追跡において庄内から

布留式期の上師質蛤三や 6世紀の須恵質蛤壷の出土があり、森茂氏は5タ イプに分類して考察し
⑩                             ①・ている。豊中遺跡においては、中世になると砲弾形の真端壷の出土がある。

売 (149。 150)

149の 口縁部は内弯ぎみに外方向に延び、端部は水平で面には凹が認められる。胴部内面には青

海波タタキロがある。150は短い口縁がこころもち外反し、端部は内側につまみあげられている。

胴部内面は青海波タタキロで、外面は平行タタキの後水平方向に掻キロが施されている。

(3)その他の追物 (第 20図 )

把手片 (151～ 154)

151～ 153の 3点は土師質で、1541ま須恵質の把手片である。15Hよ肉厚の把手片で古墳時代の遺

構面から検出した。152・ 153の 2点は比較的に薄く珂ヽ型の把手片である。1531ま一度水平に作って

おいてから上方向に折り曲げて形を作っている。1541よ須恵質ではあるが焼成もあ‐まりよくなく、

色調も乳灰茶色である。一度水平方向に作って上方に折り曲げて形を作っている。

上師質不明土製品片 (155)

用途・器種・器形、全てにおいて不明である。残存部は縦約 9m、 横約 8 clnの板状のもので、

厚さは約1.2cmである。こころもち湾曲しているところから円筒形のもの、かと推測できる。底部ま

たは上部にあたる部分にススの付着があり、生きている面と思われる。外面には縦横に「卜」状

の突帯が付けられ、「 i」 状部の突帯の高さは約1.5cln、 幅は約1.5clnで 、「―」状部突帯の高さは

約0.5cln、 幅は約 l clnで ある。円筒埴輪の底部片かとも思われるが確証はない。 (楠山)
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第  3 地 点  泉大津市豊中954-2 (第 21図 )

住宅建設に先き立つ発掘調査であり、第 1地点の北東側に隣接する地点である。

調査は、17m× 30mの規模の調査域を設定して、掘削土の置き場所の必要性から、 2回 に分け

(第 1調査区 。第 2調査区)て、重機により耕土・床土の除去を行ない、その後床上下の礫混り

暗茶色砂質土を人力で掘削した。

遺 構 (第23図 )

調査域は、調査実施前までは、水田として利用されていたために盛土はなされておらず、層序

は耕士約30cm、 床土約 5 cm、 礫混り暗茶色砂質土となり、この面が遺構面となるのは、第 1地点

と同様である。またやはリー部分は、土地区画整理事業時に、やや深 く削平されていた。

遺構面は全体として礫混り暗茶色砂質土にみとめられ、中央部に砂質土層が一部みられ、遺構

は存在しなかつた。第 1地点の不定形落ち込みに続くものと考えられる。

検出された遺構は、溝 (1,2・ 3・ 4・ 5)、 土墳 (A・ B・ C・ D・ E)、 落ち込み (A・

BoC)、 土器群の他、多数のピットである。以下各遺構ごとに記述する。

溝

検出した溝は 5条である。方向、幅共にまちまちであり、途中で途切れているものもある。各

溝ごとに記述する。

溝 1 調査地の南東部に位置する。上部幅90cln～ l m20、 底部幅30～ 60cln、 深さ4～ 8 cmの

規模で、暗灰色粘質土が堆積しており、落ち込みCに流れ込むものである。先端部に径約30cm、

深さ約4.5cmの ピットがあり、土師器及び瓦器の破片が出土している。溝の流路は、南東から】ヒ西

方向であり、検出した全長は 3m40で ある。

溝 2 規模は調査対象外に及ぶので不明であるが、検出した部分で幅 2m～ 2m30、 深さ21

cmで底部へゆるやかに傾斜する大溝である。全長は約 7mで、上涼部は攪乱により不明で、また

下流部も遺構の中央部に存在する砂質土層に入っている。流路は南東から耳ヒ西の方向である。出

土遺物は砥石片 (258)。 須恵器杯片・土師質小皿片・羽釜片 。瓦器椀片・小皿片・瓦片等である。

溝 3 規模は上部幅約40cm、 底部幅約20cln、 深さ7～ 12cmで、検出した全長は4m80で ある。

底部は中央部においてやや高くなっており、流路は南西と北東を結ぶ線であるが、いずれの方向

への流れであるかは不明である。出土遺物としては、土師器片 。土師質土器片・瓦器片・陶器片

・瓦片がある。

溝 4 規模は上部幅約50cm、 底部幅約20cm、 深さ約 8 cmで、商東から】ヒ西へ流れるもので、溝
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1・ 溝 2と 同一方向に流れる溝である。

溝の両端部は浅 くなり消滅 しているが、

検出した全長は約 3m50で ある。堆積

土は黄灰色砂質土である。出土遺物とし

ては、土師器・須恵器・瓦器椀・瓦質羽

釜の各破片がある。

溝 5 規模は上部幅約50cln、 底部幅約

20cm、深さ約6.5cmで、溝 4の約 lm南西

0      5m     10m

第22回 第 3地点調査囲

の位置を平行し、ほぼ同じ規模で、同一方向に流路を持つ溝である。上流部分は落ち込みBに よ

り切られており、下流部で落ち込みAを切り、その先端は浅くなって消滅している。検出した全

長は約 3m50cmで ある。出土遺物は須恵器杯・土師器小皿 。瓦器椀・瓦の各破片が出土した。

上墳

検出した土羨は 5個である。各土療ごとに記述する。

上墳A 長径 l m40、 短径 l m locm、 深さ約40clnの ほぼ円形の規模である。堆積土は上部より

褐色砂質土 (第 1層 )、 小礫混り灰褐色砂質土 (第 2層 )、 灰黄trJ色粘質土 (第 3層 )と なる。

出土遺物は瓦器椀 (221)の 他、第 1層 より土師質小皿・羽釜・須恵器の各破片と、多量の瓦器椀

片、第 2層 より土師器甕口縁部・土師質皿・須恵器杯・瓦器椀の各破片、第 3層 より須恵器壷・

甕の胴部・杯・瓦器椀・小皿の各破片がある。この遺構は井戸状であるが、性格は不明である。

土墳B 長径 2m、 短径 l m50、 深さ約45cmの ほぼ円形の規模である。内部に3個のピット

が認められる。堆積土は上部より小礫混り灰褐色砂質土 (第 1層 )、 灰褐色粘砂 (第 2層 )、 灰褐

色粘土 (第 3層 )、 灰黄褐色粘質土 (第 4層 )である。出土遺物は第 1層 より瓦器椀 (200)、 第 2

層より土師質土器・瓦器の各破片、第 3層 より土師質甕胴部・小皿・須恵器の各破片が出土して

いる。土渡Aと 同様に、井戸状遺構であるが、性格は不明である。

上壌c 上部直径約 2m、 底部直径約60cm、 深さ約44c14の ほぼ円形の井戸状遺構であるが、性

格は不明である。堆積土は上部より灰褐色砂質土 (第 1層 )、 灰褐色粗砂混り上 (第 2層 )である。

出土遺物は瓦器椀の破片がある。

これら土羨A・ B・ Cは井戸として掘られた可能性がある。

土墳D l m90X 2 mで深さ約 5 clnの ほぼ方形の追構で、底部には、長径 l mlo、 短径70∽で

土壌の底部より更に約10m深 くなる楕円形のピットの他に、直径約10cm位、深さ約 7 cmの小

さなピットが 2個存在する。土壌の堆積土は灰黄褐色砂質土 (第 1層 )、 灰褐色砂質土 (第 2層 )

で、ピット内では上部に暗灰褐色砂質土、下部に黄灰褐色砂質土が堆積していた。出土遺物は第
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0           11n

第25図 第 3地点溝 2内 トレンチ北壁断面図
かった。

落ち込み

検出した落ち込みは 3個である。各落ち込みごとに記述する。

落ち込みA 調査地のほぼ中央部にある。長軸 2m、 短軸 l n40、 最大深 5.5 cmの規模のやや

楕円形で悟り鉢状を呈している。溝 5に よって一部切 られている。堆積土は灰褐色砂質土で、須恵

質甕の胴部片・土師質小皿 (162・ 165。 171)・ 羽釜片 。瓦器椀片・瓦質羽釜片の出土がある。な

お性格は不明である。

落ち込ガB 落ち込みAの南東にある。長軸 5m20、 短軸 2m40、 深さ26cmの規模の不整形を

したものである。堆積土は上層で灰茶褐色砂質土、下層は灰褐色砂質土である。土師質小皿 (170)

・甕 (176)。 土錘 (179)・ 須恵質甕 (183)・ 瓦器皿 (192・ 193)・ 椀 (199。 223・ 225)・ 瓦質甕(227)

。羽釜 (228。 229。 231・ 232・ 234～ 239)・ 土師器甕 (265。 270)。 高杯 (267)が出上している。

溝 5を切っている。やはり性格は不明である。

1層 より上師質甕の口縁部及び胴部片

。瓦器椀片がある。

土壌E 長径 l m80、 短径80cm、

深さ10～14cmの規模である。堆積土は

茶灰色砂質土 (第 1層 )、灰茶色砂質土

(第 2層 )である。遺物は検出されな

落ち込みc 調査地の南

隅にあり、 最大長 6m30

で幅は調査地域外 1こ まで及

ぶために不明である。最大

深は約23cmで底面にピット

(Pa・ Pb)が 2個存在する。

堆積土は暗灰褐色砂質上で、

出土遺物は土師器小皿(161)

。砥石 (257)の他に、土師

質甕胴部・須恵器・瓦質羽

釜 。瓦・陶器の破片である。

又Pbよ り瓦器椀 (222)が

出土した。この落ち込みも

解言
lm

第26図 第 3地点落ち込みB平面図および断面図

落 ち込み B将 位名
ユ 灰茶栂色砂質土
2 灰悩色砂質土
3 灰樹色格砂上
4 暗灰褐色格質土
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A・ Bの落ち込み同様に性格は不

明である。

土器群

調査区の北隅 にある、長径約

2m30、 短径約 l m80の ほぼ楕

円形の範囲内に、土師器小皿片・

瓦器椀(204～ 209・ 211～ 220)。 土

師器高杯 (268)の他多数の土師質

土器・瓦器・瓦質土器の破片が出

土している。     '

ビット

以上の追構の外に、約100個 ほど

のピットが検出されたが、相互の

関連を持って建物を復元するにい

たるピットは発見できなかった。

ピット90か ら土師器の高杯 (266)

I    
側in    

ω
ド

第27図 第 3地点ビット40土器出土状態

と小型九底ど器 (269)が、ほぼ完形の状態で出土している。古墳時代に属すると考えられる遺構

である。このピット以外のピットは埋土から考えて、中世に属するものである。 (坂日)

第28図 第 3地点ビット90土器出土状態

-42-



遺 物

出土遺物は、弥生・古墳・平安時代の追物が少しと、中世の追物である。中世遺物としては土

師器・土師質土器・須恵質土器・瓦器・瓦質土器・陶磁器・瓦・石製品 。自然本である。土師器

小皿 。皿 、瓦器・小皿・皿・椀の日常雑器類の出土がやはり多量にあった。

原則として器種別に分類し、個々の法量、胎土、色調、調整、出土場所 (層 )、焼成、質につい

ては遺物観察表に示した。

(1)土師器 。土師質土器 (第 29。 30図 )

土師器小皿 (156～ 172)

出土した土師器 rJヽ皿を形態別にIか らⅣの 4形態に大きく分類した。

I形態 156。 157は 口縁部の立ちあがりがわずかなものである。

Ⅱ形態 158～ 162は底部はやや平らで底部と口縁部との境に稜がみられるもので、口縁部が外

反する。

I形態 163～ 166は底部がやや九みを持ちゆるやかなカーブを描きながら立ちあがる。163は内

面にススの付着があり灯明皿として使用したものと思われる。

V形態 167～ 172はやや大きめで回縁端部は外反せず九く整えられているものである。

上師器皿 (173)

土師器の皿は 1点である。日径が10cm未満を小皿、10cm以上を皿とした。173は日径12.8clnで10

cm以上なので皿とした。形態的には小皿Ⅳ形態とよく似ており、日縁端部は外反せずに丸く整え

られている。

上師質羽釜 (174・ 175)

174は小型の上師質羽釜で日縁部は内弯し、端部は「く」の字状に外反し端面は九く整えられて

いる。口縁部に直径1.lcmの 貫通した円孔と、直径0.9clnの途中までの円孔がある。175の 日縁部は

直立するもので浅い凹線がめぐる。胴部外面にはヨコヘラナデがみられ、日縁部内面にはヨコハ

ケロがみられる。器形、調整共に瓦質の羽釜とよく似ている。

上師質発 (176・ 177)

176は 口縁が「く」の字状に外反し端部は丸く整えられている。胴部はタタキロ調整である。177

は頸部がなく胴部から直接日縁部になり、外方向へつまみだしている。外面は粗いタタキロ調整

で内面には櫛目が残る。

上師賃上盤 (178・ 179)

178は大型の紡錘状土錘である。器表面はナデにより整えられている。円孔は直径1.5cmである。
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第30図 第 3地点出土遺物



179は中型の紡錘状土錘で、器壁は薄く焼成もあまり良くない。円孔は直径 2 clnである。

上師質蛸壺 (180～ 182)

3点共に器壁の肉厚な砲弾形の真靖重である。180は 口縁片で胴部はあまり張らなくて、頸部か

ら胴部は「く」の字状に外反し口縁端部は丸く整えられている。外面はやや指押えを残し凸凹で

ある。181は 回縁部がやや長く「く」の字状に外反し端面は丸く整えられ、胴部が肉厚で底部はや

や九底でやゃ薄くなり、内面には指による強い指押し痕が残る。182は底部片で、九底である。内

面には指による強く押した痕が残る。

泉佐野市湊遺爾推おぃて同タイプのものが8点ほど出土している。砲弾形で厚手の真蛤壷であ

る。

高石市大園遺替誰おいても砲弾形の真蛤重が4点図示されている。

(2頑恵質土器 (第 31図 )

須恵質莞 (183)

日縁片で端部は外にそり返り平らに整えられている。外面胴部はタタキロである。

(3)瓦器 。瓦質土器 (第 30・ 32～ 35図 )

瓦器小皿 (184～ 189)

184は平らな底部で口縁部との境に稜がみられ口縁部は外反している。185はやや深めの小皿で

なめらかなオーブを描きながら立ちあがる。186～ 189は深い小皿でカーブを描きながら立ちあが

り、外面には指圧痕が残る。187～ 1891よ内面にヘラ磨きが施 されている。

瓦器皿 (190～ 194)

小皿と皿との区別は日径と器高をめやすにして分けた。

190～ 1921よ底部がやや丸みをおびたもので、日縁部はゆるやかなカープを描きながら立ちあが

り稜を持つものである。

193・ 194は底部が九みをおびカーブを描きながら立ちあがる。器形はほぼ弧状である。

瓦器椀 (195～ 225)

第31図 第 3地点出土追物

監斗
…
■巴 _二世 巴 __当 評

3
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第32図 第 3地点出土遺物
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瓦器椀は31点図示する事ができた。そのうち21点については付表「瓦器椀一覧表」と付図「瓦

器椀法量図」に示した。

図示した瓦器椀31点 をAか らDの 4タ イプに法量や高台の有無で分類した。遺物観察表の195か

ら203が Aタ イプで、204か ら215が Bタ イプで、216か ら221が Cタ イプで、222か ら225が Dタ イプ

である。

Aタ イプは「白石太一郎編年」のⅡ-2型式ないしⅢ-3型式で、12世紀中から12世紀末およ

び13世紀初・前の時期である。付図・付表を見てもわかるように、器高 5 cm以上で深さも4.6clnか

第35図 第 3地点出土遺物
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ら5,lclnと椀の深いタイプである。高台の形も

しっかりした台形ないし三角形で、内面には

格子状暗文・平行状暗文がはっきりと施 され

ている。

Bタ イプはⅢ-1型式ないし皿-2型式で、

13世紀前 。中から13世紀後の時期である。付

図を見るかぎりではBoCタ イプは 1グループを形成しているが、付表において高台の有無と暗
文により区別できる。高台は退化した三角形や台形で底部にかろうじて張り付けられている感じ

である。暗文も螺旋状暗文が比較的にはっきりと施されている。

Cタ イプは皿-3型式で、14世紀の時期である。日径・器高においてはBタ イプと区別する事
はできないが高台の付かないもので、暗文も残りが悪くはっきりしない。

Dタ イプはⅢ-4型式ないしⅢ-5型式で、14世糸己末までであがをゃはり高台の付かないもの

であるが、口径がCタ イプより小さくなっている。暗文はあると思われるが残りも悪く不明であ

る。

暗文についてであるが内面底部に施されているヘラ磨きを暗文と、それ以外の部分においては

ヘラ磨きとしての調整とした。この場合どこまでが暗文でどこからがヘラ磨きかという若子の問題

があるし、またヘラ先で線を引
|ヽ
たような (196～ 198がそれに該当する)暗文 (記号的)と 、ヘ

⑮
ラ磨きと同様の暗文 (調整的)と の区別にも若子の問題を残す。あえて区別する必要はないのか

もわからないが、記号的暗文と調整的暗文の区別、暗文をあくまでも調整としてみるかという点

は今後の課題ではないか。

瓦質鉾 (226)

276は ピット11か ら検出されたものであり、日径17.7clla・ 器高6.2cmで器壁0,7cm前後で厚い。日

縁端部は大きく外反し端面は丸く整えられている。外面は指圧痕のうえからナデ調整を施してい

る、内面にはヘラ磨きが残る。七ノ坪遺跡内泉大津高校敷地においての、地歴部の試掘調査で第

Ⅱトレンチ中世土残から同タイプの出土があ混

瓦質麹 (227)

口縁部が極端に外反し平らな面をつくり、外方向に突き出し九く整えられている。

瓦質羽釜 (228～ 239)

228～ 230の 3点は日径が20cln未満で小型のものである。日縁部は内傾し外面には明確な凹線が

めぐり、端部は平らに整えられている。胴部内面にはハケロを残す。228は 日縁部に直径 l cm程度

の円孔が 2つ あけられている。

付図 第 3地点瓦器椀法量図
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付表 瓦器椀一覧表

遺物番号
法       量 (cln)

高 台 形 文 タイフ
口 径 器 高 高台径 深  さ

195

196

197

198

199

204

205

207

208

208

211

212

213

215

216

217

218

219

222

224

225

14.3

13.7

14.7

14.3

15,3

12.6

13.0

12.2

12.8

12.0

13.7

12.2

12.4

12.6

12.0

12.2

12,7

12.3

10.5

10.1

10.8

5,7

5.6

5,7

5:2

5.1

3.8

3.5

33

3.0

3.0

3.2

3.4

3.1

3.3

3.2

3.1

3.5

3.1

3.4

2.7

3.2

4.4

5.0

5,7

5.0

5.3

3.5

4.2

2.5

3.0

2.8

2.5

2.7

3.4

2.7

4.8

5。 1

4.9

4.6

4.8

3.4

3.0

3.0

2.7

2.7

2.9

3.0

2.6

2.9

2.8

2.6

3.1

2,7

3.0

2.4

2.2

台形

台形

三角形

三角形

三角形

退化した三角形

遇化した三角形

遇化した台形

退化した台形

退化した三角形

遇化した台形

選化した台形

退化した三角形

避化した台形

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

格子状暗文

格子状‖汁文

平行状暗文

平行状H語文

螺施状時文

螺施状‖I文

螺施状‖I文

螺施状暗文

時文あるが不Hll

螺施状暗文

‖I文 あるが不明

‖I文 あるが不明

‖許文あるが不明

‖I文 あるが不りI

hイ文あるが不明

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

B

B

B

C

C

C

C

D

D

D

231は 甲縁部が内傾 しながら端部に至り、端部は面を持たずにやや丸みを帯びて尖っている。日

縁部内面にやや盛りあがり部があり稜を持つ。胎土には和泉地域の上器の特徴である赤色粒を含

む。

232～ 239の 回縁部は内傾しながら端部に至り、端部は平らな面を持ちこころもち中央部はへこ

んでいる。内面はハケロ調整で、外面はヘラナデが施されている。         |

(4胸磯器 (第36図 )

陶器 (240)

240は素焼の碗の底部片である。精製土を使用して硬 く焼かれているが、気泡の穴が多く吸水性

がはげしャヽ。

青磁・自磁 (241～ 246)
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青磁は241～ 243の 3点、 自磁が244～

246の 3点の計6点であるがいずれも細片

のため図示できたのは241の 1点だけであ

る。241は釉色が淡灰緑色で素地は乳仄色

の青磁碗である。

(5)瓦 (247～ 256)(第 37図 )

247・ 248は唐草文軒平瓦である。247の文様は周縁に蓮珠文を施 した唐草文である。249は蓮珠

文軒平瓦である。瓦の外面は二次焼成のためにススの付着がみられる。250～ 256は周縁に蓮珠文

がある巴文軒丸瓦である。       '

ヽヽ

第36図 第 3地点出土遺物
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第37図 第 3地点出上遺物

(6酒製品 。自然木 (第38図 )

石製品 (257・ 258)
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257は砥石で石質はきめ細

かい粘質の砂岩である。長

方体で使用面は4面で全て

表面に窪みがみられる。258

は石質の粗い砂岩の砥石の

かけらである。 1面 に窪み

がみられ使用面と思われる。

自然木 (259)

259は ピット44か ら検出

されたが、細く柱根の可能

性は少なく自然木と思われ

る。                   第38図 第 3地点出土遺物

(7)弥生 。古墳・歴史時代の遺物 (第39図 )

弥生式土器 (260)

260は第V様式に属する甕形土器である。口縁部が「く」の字状に外反し、日縁端部が上方に拡

張し端面にはヨヨナデによる沈線が認められる。

上師器 (261～ 269)

261～ 265の 5点は甕である。弥生第V様式の系統を引く土器で、口縁端部が九く整えられ、外

面調整はタタキロで、底部が安定している。弥生式から土師器への過渡期の土器である。

266～ 268は高杯である。266の 高杯は269の小型丸底土器と共にピット9oか ら出土したものであ

る。日縁端部は九く整えられやや外反しており、脚部は器壁が薄く柱状部と裾部に区別でき、や

や広がりを持ちながら裾部で大きく広がる。267は杯の立ちあがり部にやや鈍い稜を持つもので回

縁端部は九く整えられやや外反する。脚部は柱状部と裾部に区別できるもので、柱状部は器壁が

厚くこころもち広がりを見せ裾部へと続く。266～ 268は布留式傾向に属するものである。

269は小型丸底土器で回縁の広がりが少なく、胴部径が日径より広く外面調整もヘラ磨きでなく

ハケロであり、比較的新しい時期のものである。

土師質土器 (270)

270は台部片である。和泉市和気遺跡出上の皿Cタ イプに分類されている脚部を有するものと同

タイプの台部片と思われる。

上師質高盤 (271)

271は面とりの高杯 (高い脚をもつ盤)、 高盤である。脚部の筒状部外面を縦に大きくヘラで削

園
鰯

翼

‰
域
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第39図

ヽ  ヽ                     P

第 3地点出上追物
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うて面とりをしている。面は 8面確認できた。筒状部の成形は盤部の裏面中央に直接粘土紐をま

きあげて筒部を形成するもので、接合部分内側に指押し痕が残る。 8世紀から9世紀頃のもので

ある。
①

田中 琢氏は筒状部の成形を 2種類の手法に分けている。 a手法は直接粘土紐をまきあげるも

の、 b手法は棒状のものを心にしてそれに粘土をまきつけたものである。 ab手法それぞれ 1点

実淑1図 を記載しており面とりは 7面である。271の高盤は田中 琢氏の a手法によるものである。

須恵器広口壷 (272)

272は広口重に分類される底部である。高台は外組1に張り出し高さ7 mm、 厚さ7 mm～ 1.lcmの しつ

かりしたものである。                            (楠 山)

-56-



第 圭早4 とま

第 1地点及び第 3地点においては、主に中世の追構が、第 2地点においては、古墳時代の遺構

が検出できた。

従来の発掘調査で、第 1地点の近くから、古墳時代前期の竪穴住居址が発見されているため、

今回の発掘調査においても、それに関連した追構の検出を予想して調査にあたったのであるが、

残念ながら竪穴住居址などの、明確な古墳時代の遺構は発見することはできなかった。又、中世

の遺構・遺物が検出されているにもかかわらず、建物の復元及び中世集落の全体を把握するに至

っていないところに、調査能力の限界を感じるものである。

中世建物の構造、特に建物の基礎部分を考えてみるなら、簡単な基礎、例えれば地面の上に直

接柱を立てるか、あるいは小さな石を直接置いて、その上に柱を立てるような程度の建物であつ

たとしたならば、考古学的調査による検索は不可能に近いものとなってくる。

第 2地点の付近には、既往の調査によって、古墳時代前期に属する溝や井戸が 6基検出されて

いる。又、この時期と同時期の円形竪穴や竪穴住居址が数多く検出されている。今回の発掘調査

によって、更にぞの集落 (古墳時代集落)の存在する範囲が、より確定的となってきたが、それ

ぞれの地点間を埋めるには、まだまだ調査は不十分である。今後も、より多くの機会をとらえて、

発掘調査を実施する必要がある。第 2地点で発見した掘立柱建物を、一応 2間 ×3間の規模とし

て記述をしたが、調査地の片隅であるため、その規模は更に大きくなる可能性がある。又、その

範囲内に存在するピット (60・ 60′・96)も 、周囲のピットと同時期のものであるため、関連性が

大きい。周囲の柱用のピットの側にも、小さなピットが存在し、添柱の性格の強いものである。

第 3地点は第 1地点の】し東狽1に隣接する地点であり、第 1地点において中世遺構が検出されて

おり、その時期に関連する遺構の検出であった。溝・土壌・落ち込み 。多数のビットの検出であ

るが、堆積土から想定して、中世に属する遺構と考えられるが、ピット90のように、土師器小型

丸底土器・高杯のような、古墳時代の明確な遺物を出土するピットも検出された。

今回の発掘調査、第 1・ 第 2・ 第 3地点を通して感じられることは、土接及び落ち込みと名付

けられた性格不明の遺構の多いことである。更に、これらの時代を位置付けるのに、堆積土内か

らの出土遺物を判断の材料にすることにヾ多くの疑間を感じる。このように考えると、発掘調査

を実施することが、果たしてその地域の歴史、又は遺跡の性格を明らかにする上に貢献している

とは言いがたいものである。
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現在、豊中追跡内における発掘調査は、住宅建設に先き立つ調査が主であるため、その調査面

積もかぎられ、又、追跡範囲全体からみれば、ごく一部分の調査にすぎず、全体像及び性格を浮

かびあがらせるには、時間を有するもので、まだまだである。今後の発掘調査及び関連諸科学か

らのアプローチが必要であり、それらに期待するところ大である。今回、資料提供という意味で、

この本書を作成した。 (坂口)
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第 1地点
土師器小皿

遺 物 観 察 表

Nc 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) 形態 備 考

1 9,0

1.5mmrF度 の砂粒を合み、

微砂粒を少し合む。

茶色

内外面ナデ。 D-5ト レンチ

I

好
質
良
軟賊質

2

微砂粒を少し含む。

乳茶色

内外面ナデ。 D-5ト レンチ・

中世整地層

好
質
良
軟触質

3 7.7

精製土。

乳茶色

内外面ナデ。 遺構面・包合

層

焼成 :良好
質 :軟質

4 75

1.5mln程度の砂粒 を合み、
1.韓 の石英粒を含む。

乳掲色

内外面ナデ。 D-5ト レンチ 朝
頼
賊
質

5 7.4

lm濯度の砂粒を含む。
乳褐色

内外面ナデ。 逸構面 。包合

層

好
質

良
軟触質

6

微砂粒を少し含む。
乳褐色

内外面ナデ 耕上下・整地

層
Ⅲ

好
質

良

軟賊質

7

微砂粒を少 し合む。

乳褐色

内外面ナデ。 耕土下・整地

層
Ⅲ a

好
質
良
軟触質

8 1.7

l mlnか ら2価程度の赤色
粒を数ケ所に含み、微砂

粒を多く合む。

内面―乳茶色

外面―乳褐色

内面ナデ。

外面底部指圧痕、その他

はナデ。

耕上下 。整地

層

Ⅲ b

焼成

質

好
質

良

軟

9

微砂粒を少し含む。
▼と褐色

内外面ナデ。 ピット5

Ⅳ

好
質
良
軟触質

微砂粒を少し合む。

乳茶色

内外面ナデ。 遺構面・包合

層
I

好
質
良
軟賊質

微砂粒を少し含む。

乳茶色

内面ハケロ。

外面ナデ。

D-5ト レンチ・

中世整地層

焼 成 :良好

質 :軟 質
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離 、 国径 (cln) 器 高 (un) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) 形態 備 考

微砂粒を少 し合む。

乳茶色

内外 面 ナ デ。 遺構面・包含

層
Ⅲ

好
質

良

軟賊質

1_5

微砂粒を少し含む。

乳茶色

内面ナデ。

外面底部指圧痕、その他

はナデ。

井戸 1・ 上 層

・仄色砂 質土

層
Ⅲ b

焼成 :良好

質 :軟質

微 砂 粒 を少 し合 む。

乳 掲色

内面ナデ。

外面底部ヘラ起こし痕、

その他はすデ。

井戸 1・ 上層
・仄色砂質土

層
Ⅲ b

好
質
良
軟賊質

微砂粒を少し含む。

子し茶色

内面 ナ デ。

外 面底部 ヘ ラ起 こ し痕 、

その他 は ナ デ。

井 戸 1・ 上層
・灰色砂 質土

層
Ш b

好
質
良
軟賊質

土師器皿

No. 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

120

微砂粒を含む。

内面―乳茶色

外面―乳褐色

内外面ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

外面立ちあがり部指圧痕。

耕上下・整地

層
触
質
やや良好

軟質

11.7
(残存 高 )

26

微砂粒を少し含む。

内面一乳茶色

外面一乳褐色

内外面ナデ。

タト面立ちあがり部指圧痕。
耕上下 ・ 整地

層

焼成

質

好
質
良
軟

12 7
(残存高 )
30

微砂粒を少し含む。

乳茶色

内外面ナデ。 ピット5 好
質
良
軟蹴質

(残存高)
2,7

1‐rF度 の砂粒を数ケ所
に合み、微砂粒を少し含

む。

内面一乳褐色

外面一乳茶色

内外面ナデ。

外面立ち上がり部指圧痕。

ピット5 好
質
良
軟賊質

(残存高 )
27

微砂粒を少し合む。

幸し褐色

内外面口縁部ナデ。

外面立ちあがり部指圧農

内外立ち上がり部指とす

り痕。

ピ ッ

質
良
軟触質

土師質羽釜

誦 . 口径 (cm) 器高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 考備

・
０

径

ュ

２６

鍔

３６

(残存高 )
10.0

(鍔高 )
4.3

2mnか ら3�程度の砂粒
を多く合み、 2 mlnか ら 3

面程度の石英粒を合む。

乳褐色

内外面ナデ。 井戸 2(羽 釜
井戸 )

焼 成

質

好
質

良

軟
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No. 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 。 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

篇
斃
３９．６

(残存高 )
92
(鍔高)
24

2m程度の石芙粒を数ケ
所に含み、微砂粒を多く

合む。

内外面ナデ。 井戸 2(羽釜
井戸 )

鍔下から胴部にかけてス

ス付着

焼成 :良好
質 :硬質

・
０
径

・
０

３０
鍔

４０

(残存高 )
15 0

(鍔高 )
40

0.5mmか ら4nmTF度 の灰 白

色 石 を多 く含 む。

乳茶色

内面ヨコナデ。

外面回縁部から鍔下ヨコ

ナデ。

外面胴部指圧痕の上から
ヘラナデ。

井戸 2(羽釜
井戸 )
戯
質
良好

軟質

上師質莞

No 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

28 8
(残存高)
55

2 mm程度の白色砂粒を合

む。

暗仄褐色

内面ナデ。

外面口縁部ナデ。

胴部タタキロ。

D-5ト レンチ
質

良

軟触質

土師質練鉢

Nσ 口径 (cm) 器 高 (cn) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高)
30

微砂粒を多く合む。

内面一乳茶色

外面一口縁は黒仄色

胴部は乳灰色

内外面ナデ。 B-5ト レンチ

薄状遺構

焼 成

質

良

質

不

軟

(残存高 )

40

微砂粒を多く合む。

乳仄色

内外面ナデ。 D5ト レンチ・
中世整地層

焼 成 :不良

質 :軟 質

(残存高 )
4.5

lm程 度 の砂 粒 を少 し合
み 、微 砂 粒 を少 し含 む。

内外面ナデ。 耕上 下 ・整地

層

好
質
良
軟賊質

土師質土錘

No, 最大長 最 大厚 胎 と ,色 調 調 整 出土場所 (層 ) 備 考

l mlnか ら2蜘程度の砂粒
を合み、微砂粒を多く含

む。

乳茶色

表面は指押え痕 を残 し、

不整形。

耕土下・整地

層
蹴
質
良好

軟質

須恵質把手付鉢

No. 口径 (cm) 器高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

39 0

01m程度の白色微砂粒
と、0 5mmか ら 1配 度の
仄黒砂粒を合む。

仄色

内面ナデ。

外面回縁部ナデ。

外面胴部底部タタキロ。

把手は指オサエ。

B-5ト レンチ・

濤状遺構肩部

好
質
良
硬賊質

-63-



須恵質練鉢・楯鉢

No 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

28.2
(残存高 )
45

lmmE度の砂粒を少 し含
む。

乳仄色

外面口縁部は乳仄色

内外 面 ナ デ。 B-5ト レンチ

濤状遺構
賊
質
やや良好

硬質

(残存高 )
35

微秒粒を少 し合む。

乳紺灰色

内外面ナデ。 耕上下・整地

層

好
質

良

硬賊質

28 8
(残存高 )
3.3

微砂粒 を少し合む。

乳仄色

内外面ナデ。 D-5ト レンチ 口縁 部 に釉 がほ どこ され
て い る。

焼 成 :良 好

質  :硬 質

(残存高 )
40

1嗣確度の砂粒を少し合
む。

乳灰色

内外面ナデ。 D-5ト レンチ 賊
質
やや良好

硬質

34
(残存高 )
33

1耐程度の砂粒 を少 し含
む。

内面―乳灰色

外面―暗灰色

内外面ナデ。 耕上 下・ 整地

層

好
質
良
硬賊質

黒色土器小皿

聴 、 口径 (cHl) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

22

3画程 度 の石 英粒 を 1ケ
所 に合 み 、微砂 粒 を合む。

黒灰 色

内外面ナデ。 ピット5 好

質

良

軟触質

黒色土器椀

No. 日径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

16 6

(高台径 )
5.2

微砂粒 を多く含む。

黒灰色

内外 面 ナ デ。 ピット5 麟
質
良好

やや軟 質

瓦器小皿・皿

鵡 、 口径 (cln) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) 儒 考

1_3

l mmTF度 の砂粒を多く含

む。

暗青灰色

内外面ナデ。

外面底部指圧痕。

耕上下・整地

層
賊
質
良好

やや軟質

14

微砂粒を少し合む。

暗灰色

内外 面 ナ デ。 D-5ト レンチ 麟
質
良好

やや軟質

78 1 4

微砂粒を少し含む。

暗灰色

内外面ナデ。 耕上下・整地

層
触
質
良好

やや軟質
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No. 口径 (cm) 器高 (cm) 胎 土 。 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

1.4

精製 土 。

暗灰色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面底部指圧痕。

耕土下・整地

層
賊
質
良好

やや軟質

微砂粒を少 し合む。

内外面・口縁部一紺仄色

胴部一乳灰色

内外面ナデ。 B-5ト レンチ 焼 成

質

好

質

良

硬

l mmFI度 の砂 粒 を合 み、

微砂 粒 を少 し含 む。

乳仄 色

内外面口縁部ナデ。

外面底部から立ちあがり

部指圧痕。

B-5ト レンチ

濤状遺構

内面に螺旋状暗文あり。

焼成 :良好

質 :硬質

瓦器椀

N∝ 口径 (cln) 器 高 (cln) 胎 上 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) 備 考

(残存高)
3.8

微砂粒 を多く合む。

乳灰色

内外面ナデ。

内外面口縁ヘラ磨 き。

内面立ちあがり部ヘラ磨
き。

外面立ちあがり部指圧痕I

D-5ト レンチ 賊
質
やや不良

やや軟質

(残存高 )
3.0

微砂粒を合む。
暗灰色

内外面ナデ。

内外面立ちあがり部ヘラ

磨 き。

ピット5 焼成

質

好

質

良

硬

(残存高 )
4.2

精製土。

黒灰色

内外面ナデ。

外面口縁部ヘラ磨き。

外面立ちあがり部指圧痕

ピット5 底部内面に平行状暗文。

焼成 :良好
質 :硬質

14 2

(高台径 )
50

精製土。

黒灰色

内外面ナデ。

内外面口縁部ヘラ磨 き。

外面立ちあがり部指圧痕 I

ピット5 底部内面に平行状暗文。

焼成 :良好
質 :硬質

14 4

(高台径 )
4.0

微砂粒を少 し含む。

乳褐色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕 (

耕上下 好
質
良
硬賊質

48

13,4

(高台径 )
3.3

微砂粒を多く合む。

乳灰色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕十

遺構面・包合

層

焼成 :やや不良

質 :やや軟質

(残存高 )
2.1

微砂粒を多く合む。

乳灰色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

D-5ト レンチ 触
質
良好
やや軟質

11.8

(高台径)
3.6

1画程度の砂粒を合む。
乳灰色

内外面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨
き。

濤 内面に螺旋状暗文あり。

焼成 :良好
質 :硬質

13 6

(高台径)
2.4

3蜘程度の石英粒を合む
`

乳仄色

内外面ナデ。 遺構面・包含

層

内面に螺旋状暗文あり。

焼成 :良好
質 :硬質
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口径 (cln) 器高 (cn) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

122
(高台径 )
24

36

1闘程 度 の砂 粒 を含 み、
25闘 賤 度 の石英 粒 を含
む。

内面―濃灰色、口縁の一部

は暗灰色。外面―暗灰色

外 面 ナデ。 濤 焼 成 :やや不 良

質  :や や軟 質

瓦質羹

Nα 口径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高 )
45

微砂粒を少し含む。

内面一暗灰色

外面―乳灰色

内外 面 口縁 部 ナ デ。

外 面 日縁部 タ タキ ロ。

D5ト レンチ
中世整地層

好

質

良

軟賊質

27 0
(残存高 )
47

1.5鰤罹度の石英粒を合
む。

乳仄色

内外面端部ナデ。

外面口縁部タタキロ。

B5ト レンチ
濤状遺構

賊
質
良好

やや軟質

(残存高 )
6.0

微 砂 粒 を少 し合 む。

乳紺色

内外面日縁部ナデ。

外面口縁部タタキロ。

B5ト レンチ
濤状遺構

賊
質
良好

やや軟 質

(残存高 )
50

微砂粒を多く含む。

暗灰色

内外面端部ナデ。

内面国縁部ハケロ。

外面口縁部ナデ。

D5ト レンチ 賊
質
良好

や や軟 質

瓦質練鉢

No 日径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

29 0
(残存高)
26

微砂粒を少し合む。

内面一乳紺灰色

外面―紺灰色

内外面口縁部ナデ。 D-5ト レンチ 賊
質
良好

やや軟 質

28 8
(残存高)
35

微砂粒を少し含む。

内面―乳紺灰色

外面―紺灰色

内外面口縁部ナデ。 遺構面・包合

層
触
質
やや良

やや軟質

瓦質大型椀

No. 口径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

(残存高 )
6.4

微砂粒を少 し合む。

乳灰色

内外面ナデ。 耕土 下整地 層 触
質
良好
やや軟質

陶磁器

口径 (cm) 器高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

12.4
(残存高 )
45

0 1mmか ら0.&劇れ程度の黒

色微砂粒を合む。

地―反色

釉一青灰色

井戸 1 青磁続

外面に線刻文 (蓬弁文の

変化か ?)、 内面に沈線あ

り。

焼成 :良好

質 :軟質
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No. 日径 (ctn) 器 高 (cln) 胎 土 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高)
28

緻 密 。

地 ― 白灰 色

釉 ―乳緑色

遺構面・包含

層

青磁蓮弁文碗 (ヘ ラ彫 り)

焼成 :良好

質 :硬質

(高台径 )
5.5

(高台径 )
16

級密。

地―白灰色

釉一乳緑色

B-5ト レンチ

濤状道構

青磁 F「花文字文碗

内面底部に『大吉謳の文

字が刻まれている。

焼成 :良好

質 :硬質

(高台径 )
7.4

(残存高)
1.2

lm程度の灰白粒を少 し
合む。

地一茶仄色

釉―青灰白色

耕土下 。整地

層

白磁碗

(同安窯)

焼成 :良好

質 :硬質

(高台径 )
11.0

(残存高 )
4.1

級 密 。

地 ― 白灰 色

釉 ―青灰 色

内面回転ナデ。 耕上下・整地

層

壷

好

質

耳

良

硬

四

‥

‥

識

賊

質

(残存高)
2.3

級密。

地―灰色

釉一白灰色

D-5ト レンチ 青磁碗
焼 成 :良好

質 :硬 質

級 密 。

地 一乳灰 色

釉 ―青灰 色

耕土下・整地

層

青磁蓬弁文範 (型押 し)

焼成 :良好

質 :硬質

級 密 。

地 ―灰 色

釉 ―緑仄 色

耕上下・整地

層

青磁蓮弁文碗

焼成 :良好
質 :硬質

緻密。

地―白灰色

釉―仄色

耕土下・整地

層

青磁片

外面に線刻あり。

焼成 :良好

質 :硬質

級 密 。

地 一乳灰 色

釉 ―緑 灰色

耕 上下・ 整 地

層

青磁片

外面に線刻あり。

焼成 :良好

質 :硬質

緻密。

地―茶灰色

釉―緑灰色

耕と下・整地

層

青磁片

内面に線刻があるが、図

柄は不明。

焼成 :良好

質 :硬質

71

緻密。

地一白仄色

釉―緑白色

耕上下・整地

層

青磁片

焼成 :良好
質 :硬質

級 密 。

地 ― 白仄 色

釉 一緑 白色

耕土下・整地

層

青磁片

焼成 :良好
質 :硬質

級密。

地―仄色

釉一緑灰色

耕上下・整地

層

青磁碗

焼成 :良好

質 :覆質
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磁 . 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高 )
38

緻密。

淡青灰色

耕上 下・ 整地

層

染付

外面に島影の文様があり、

内外面口縁部に乳青灰色

の線がはしっている。

級密。

淡青灰色

耕 上 下・ 整地

層

染付

破片の為、文様は不明。

緻 密 。

白色

耕上下・整地

層

染付

亀 と波 の文様 ら しきもの

が描 かれ て い る。

緻密。

淡青灰色

耕 上下・ 整地

層

染付

破片の為、文様は不明。

級 密 。

白色

耕上 下・ 整地

層

染付

破片の為、文様は不明。

緻密。

青白色

耕 土下・ 整地

層

染付

未色 の文様 が あ る。

級密。

乳青灰色

耕土下・整地

層

染付

内外面口縁部に青灰色の

線が1ま しる。

瓦

馬 、 器 種 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 傭 考

巴文軒 丸瓦

l nln程度の灰色粒を含み

4鰤程度の黒色砂粒を 1
ケ所に含む。

暗灰色

内外 面 ヘ ラナ デ。 耕上 下・ 整地

層

好
質

良

硬触質

巴文軒丸瓦

2m�程度 の灰 黒色 粒 を少

し含 む。

暗灰 黒 色

内面ヘラナデ。 方形 落 ち込 み

第 1層 ・ 白灰

色 土層

好
質
良
硬賊質

唐草文軒平瓦

2‐TJ度 の 白色 石 を含 む
暗灰 黒色

内外面ヘラナデ。 D5ト レンチ 好
質

良
硬賊質

唐 草 文軒 平 瓦

2m程 度 の 白色 石 を合 む
乳仄 色

内面ヘラすデ。 耕上下・整地

層

焼成 :やや良好
質 :硬質

石製品

N∝ 器 形 法量 (cm) 石 材 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

石  器
(不定形刃器)

横最大

(53)
縦最大

(7.6)

最大厚

(1.1)

サヌカイト

暗灰色

一辺の両面を人為的に調

整 している。

方形落ち込み

第 3層・灰黄
色砂質土層

質 :硬質
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No 器  形 法量 (cln) 石 材 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

自然石

(河原石)

大きさ

9,0× 9.4

最大厚
5.6

砂岩。

外面―乳茶灰色

劉離面―乳茶灰色

耕上下・整地

層

質 :硬質

自然石

(河原石 )

大きさ

12.3×65
最大厚
6.0

砂岩。

暗茶仄色

耕上下・整地

層

片面にススの付着あり。

質 :硬質

砥  石

大きさ

12.3)(6 5

最大厚

5,0

砂岩。

乳灰色

D-5ト レンチ 使用画は一面である。
質 :硬質

種

No
法量 (cln)

色 調 特 徴 出土場所 (層 ) 備 考

縦 最大 横 最大 最 大圧

89 暗 茶色

巾 15Ш 程 度 の線 が多 く
見 られ る。

遺構面・包合

層

コダイモモか ?

90 乳茶色

巾 l mmTt度 の線が多く見

られる。

遺構面・包含

層

コダイモモか ?

15 暗 茶色

巾 l mln程度の浅い線が見

られる。

遺構面・包合

層

ヨダイモモか ?

古墳時代の遺物

高杯(上師器)

No, 回径 (cln) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (clll) 備 考

(残存高)
92

0 5mlnか ら1蜘程度の黒色

粒を合み、0.痴mか ら 2 mln

程度の白色粒を合む。

外面―乳褐色

内面―乳赤茶色

内面脚部 しばり。

外面は劉離の為、調整不
IIB。

耕上下 。整地

層

外面に付着物が少 しある

焼成 :良好
質 :軟質

鶏 (上師器)

聴 、 口径 (cln) 器高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

14.8
(残存高 )
3.9

lm nか ら離 度の乳白色

粒と l mlnか ら2m程度の
黒または茶黒粒を合む。

乳褐色 (口縁の一部は赤

褐色 )

内外面口縁部ヨコナデ。 方形落ち込み、

第 2層仄色秒

質土層

内面にスス付着。

焼成 :良

質 :軟質

13.4
(残存高)
1.9

l mlnか ら3 mmFI度 の乳白

色粒又は仄白色粒を多く

合む。

外面―乳茶色

内面―赤褐色

外面口縁部 ヨコナデ。

内面口縁部は剥離の為、

調整不明。

方形 落 ち込 み

第 2層灰色 砂
質土層

二次焼成を受けてややも

ろくなっている。

焼成 :良

質 :軟質
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No. 口径 (cln) 器高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高)
30

lmnか ら 3 mmrI度 の乳白
色 *立 と08-か ら銃鵡 度
の黒色粒を多く合む。

乳赤褐色

内外面口縁部ヨコナデ。 方形 落 ち込 み

第 2層仄色 砂
質土 層

外面にスス付着。

焼成 :良

質 :軟質

(残存高)
3.3

l mmか ら3而程度の乳白
色為とと0.5-か ら2赫呈度
の灰黒色粒を多く合む。

乳褐色

夕1面国縁部ヨコナデ。

内面口縁部は剣離の為、

調整不明。

方形 落 ち込 み

第 2層 灰色 砂
質 土層

良

質

・
・
軟

触

質

(残存高)
1 9

0 5mmか ら1箭鵡 度の灰
色粒を含む。

外面―乳茶色

内面―灰色

内外面口縁部ヨコナデ。 方形 落 ち込 み

第 2層 灰色 砂
質土 層

焼 成 :良好

質 :軟 質

(残存高 )
48

l mm程度の灰黒色粒を少

し含む。

外面―暗褐色

内面―乳灰色

外内面口縁部ヨコナデ。

内面肩部ヨコナデ。
外面肩部はJtlJ離の為調整
不明だがタタキロがかす
かに残る。

方形 落 ち込 み

第 2灰色砂 質
土層

好
質

良

軟賊質

(残存 高 )

25

05mか ら l mm程度の灰白
色粒を少し合む。

外面―乳赤褐色

内面一乳褐色

内 面 国縁 部 ヨコナ デ。

外 面 口縁 部 は劉離 の為 、

調 整 不明。

方形 落 ち込 み 、

第 2層灰 色砂
質土層

内面 にスス付着 。

焼 成 :良好

質 :軟 質

(残存高 )
28

2 mmか ら4 mln程 度の灰掲

色 )舷 と0 5mmか ら1前呈度
の白色砂粒を多く合む。

外面―赤褐色

内面―乳茶色

劉 離 の為 、調 整 不明。 方形 落 ち込 み 、

第 2層 灰色 砂
質 土層

質

良

軟賊質

(残存高 )
25

l mlnか ら 2�程度 の灰色
粒 を合 む。

外面 ―赤褐色

内 面 ―乳茶色

劉離の為、調整不明。 方形 落 ち込 み 、

第 2層 灰 色砂
質上層

内面 に ススの付 着 。

焼 成 :良

質 :軟 質

102 156 (残存高 )
24

l mn程度 の灰 色 粒 を含 む

外 面 ―乳赤 褐色

内面 ―乳 黄掲色

alJ離 の為、調整不明。 方形 落 ち込 み 、

第 2層灰 色砂
質土層

質

良

軟蹴質

170 (残存高 )
28

l mmか ら 4 mm程度の灰色

粒を多く含む。

外面―乳赤茶色

外面―乳茶色

剥離 の為 、調 整 不明。 方形 落 ち込 み

第 2層 灰 色砂
質土 層

焼 成 :やや 不良

質 :秋 質

(残存高)
2.4

l nlnか ら2 1nm程度の白色

又は灰白色粒を多く含む

外面一乳白褐色

内面―茶仄色

内面底部ヘラナデ。

外面底部ナデ。

耕 上下 ・ 整地

層

外面にスス付着。

焼成 :良好
質 :軟質
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離 、 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高 )
2.1

1枷程度の砂粒を合む。
外面―暗茶褐色

内面一暗茶色

外面底部指圧痕。

外面立ちあがり部はハケ

目。

内面はヘラナデ。

方形 落 ち込 み

第 2層灰 色砂
質 土層

内面 にヘ ラナ デ によ るヘ

ラ押 こ し痕状 の跡 が残 る

底部 にはヘ ラ起 こ し痕 が

残 る。(ヘ ラの幅 は 1.6cln)

焼成 :良好

質 :軟 質

第 2地点
土師器

No. 碁  種 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・色 調 調 整 出土場 所 (層 ) 備 考

壼
(残存高 )
6.0

微砂粒 を少し合む。

内面―明茶褐色

外面一淡褐色で口縁

部は明掘色

内外面口縁部ナデ。

内外面頸部ヘラナデ。

ピ ッ 焼成 :良好

質 :軟質

107 甕
(残存高 )
3.0

l mm程度の砂粒を含

む。

内面一薄茶色

外面―明茶褐色

内面口縁部ヘラナデ。

外面回縁部ナデ。

外面頸部タテハケロ。

遺構面

質

良

軟賊質

甕 と4.7
(残存高 )
51

微砂粒を少し含む。

内面―茶掲色

外面―明茶褐色

内面日縁部ハケロ。

外面回縁部ナデ。

内面頸部ヘラナデ。

外面頸部ハケロ。

ピッ ト24 焼成 :良好

質 :軟質

獲
(残存高 )
26

0 5mmか ら翫�程度の

赤茶色粒と、0_3mlnか

ら1蜘磯度の黒色粒
を含む。内面―乳茶灰色

外面―乳茶色

内外面口縁部ヨコナ

デ。

外面頸部ハケロ。

遺構 面 好

質

良
軟賊質

甕
(残存高)
4,0

微砂粒 を少し含む。

乳赤茶色

内外面口縁部ヨコナ

デ 。

ピット54 好
質
良
軟賊質

獲
(残存高 )
3.0

1画程度の黒色粒を
多く合み、 4鉤程度
の白灰色粒を1カ 所
に合む。

内面一乳褐色

外面―赤茶色

内タト面口縁都ヨコナ

ラ゙。

ピット54 好
質

良

軟賊質

覆
(残存高 )
5.4

lmlnか ら礎 度の石

英粒と白色粒を多く

含み、 l mlnか ら 3 mln

程度の黒色粒を少し

含む。内面―赤舞受灰随

外面―赤茶色

内外面剥離の為調整

不明。

床 上下 包含 層 焼成

質

良や

質

や

軟

奏

(土師質 )

(残存高 )
9.3

1卿程度の白色粒と
微砂粒を多く含む。

茶褐色

内外面口縁部ナデ。

内面胴部ヘラ削 り。

外面胴部ハケロ。

床土 下 包含層 内外面にススの付着

あり。

焼成 :良好

質 :軟質

褒
(残存高 )
28

lmnか ら2m程度の
砂粒を多く合む。

内面―淡茶灰色

外面―淡茶色

外面底部タタキロ。

内面ハケロ。

ピ ッ 棘
質
やや良

軟質
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No. 器  種 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎土・色調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

甕
(残存高)
25

lmnか ら3呻程度の
砂粒を含む。

内面―濃茶色

外面―茶褐色

内面底部ハケロ。

外面は剣離の為、調

整不明。

濤 6 夕1面 は三ニツk力を垣えを う

けて一部 ピ ンク色 に

変色 して い る。

焼 成 :や や良

質 :軟 質

高 杯
(残存高 )
64

1‐rI度の黒色粒を
多く合み、微砂粒を

多く合む。

乳褐色

内面裾部は指圧痕。

外面柱状部はヘラ削

り。

杯言Flまハケロ。

ビット22

質

良

軟賊質

高 杯
(残存高)
7.2

l mm程度の白色砂粒・

微砂粒を多く合む。

赤褐色

内外面剣離の為、調

整不明。

濤 6 焼 成

質

好

質

良

軟

高杯
(残存高 )
40

1“n力 らゞ3m紆呈度の
砂粒を含む。

内面一濃茶褐色

外面一茶褐色

内外面ナデ。 ピ ッ 好
質

良

軟賊質

高 杯
(残存高 )
4_8

微砂粒 を多く合む。

内面―淡灰褐色

外面―茶掲色

内面ナデ。

外面は剣離の為、調

整不明。

床 上 下 包含 層 好
質
良
軟賊質

小型 丸底

土器

(残存高 )
6.0

微砂粒 を含む。

内面一乳茶色

外面―乳褐色

内外面日頸部ヨコナ

内面Bldl部 に指圧痕。

濤 6

質

良

軟棘質

/1ヽ皿 1,7

l mlnか ら 2 mm程度の

砂粒を合む。

淡茶色

内面ナデ。

外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕上ヘ

ラナデ。

床 上 下 包 含層

質

良
軟賊質

須恵器

No. 器  種 回径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

杯・蓋 15 7
(残存 高 )

4.1

l mlnか ら2飩程度の
砂粒を少し合み、微

砂粒を多く合む。

内面一淡青灰色

外面―暗仄色

外面天丼部ヘラ削 り。

外面口縁部回転ナデ。

内面回転ナデ。

ピット21 外面には自然釉がか

かっている。

焼成 :良好

質 :硬質

杯 ・ 蓋

(残存高 )
3 1

l mlnか ら 3■Ⅱ訴呈度 の

石英粒 を含 む。

暗灰色

外面天丼部ヘラ削 り。 濤 1上層 ヘラ記号が天丼部外

面に残る。

焼成 :良好

質 :硬質

杯 ・ 露 13 5

l mln程度の石英粒と、

微砂粒を合む。

暗灰色

外面天丼部ヘラ削 り。

内外面回縁部回転ナ

ラす。

内面天丼部横方向の

ナデ。

溝 ユ上層 ロクロ右回転。
ヘラ記号が天丼部外

面に残る。

焼成 :良好

質 :硬質

125 杯・蓋
(残存高 )
4.2

5闘程度の石英粒 1
つと2mnか ら 3 mln程

度の石英粒を多く含

み、微砂粒を合む。

明灰色

内外 面 回転 ナ デ。 床上 下 包合層 好
質
良
硬賊質
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雨 、 器  種 日径 (ctn) 器高 (cm) 胎 土・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

126 杯 ・ 蓋 12 2 (残存高 )
3.3

lm程 度 の黒色砂 粒
を合 む。

灰色

内外面回転ナデ。 ピット79 好
質
良
硬賊質

杯・蓋
(残存高)
33

0.lmnか ら0.翫市程度
の黒色粒を少し合む

が、ほぼ精製土。

白灰色

外面口縁部はやや黒
っtFい。

内外面天丼部指コス
1ジ lt。

内外面胴部回縁部回

転ナデ。

ピッ ト57 好
質

良

硬賊質

128 杯 ・ 蓋

l mmTF度 の白色秒粒
と、微砂粒を多く合
む。

乳灰色

内 面 回転 ナデ。 遺構面 ロクロ右回転。

焼成 :良好
質 :軟質

杯 ・ 蓋

(残存高 )
3.5

lmlnか ら1.5mn程 度の

石英粒、微砂粒 を合
む。

青灰色

内外面ナデ。 ピット21 焼 成

質

好
質
良
硬

130 杯 ・ 蓋

(残存高)
2.0

微砂粒を少 し合む。

青灰色
外面天丼部回転ヘラ

肖Uり 。

内面回転ナデ。

外面口縁部回転ナデ。

ビ ッ 卜53 宝珠様つまみがある

と思われる。

焼成 :良好
質 :硬質

杯 ・ 蓋 (つまみ径)
2.3

(残存 高 )

1.9

(つ まみ高)

04

微砂粒を少し合む。

淡青灰色

内外面回転ナデ。 床 上下 包含層 擬宝珠様つまみを有

する。

焼成 :良好

質 :頂質

杯
・
蓋

116
(つまみ径)
18

(残存高)

1.5

(つまみ高)
0.8

精良な粘土。

乳灰色

ズ井部回転ヘラ削り。

内面回転ナデ。

外面日縁部回転ナデ。

濤 6 宝珠様つまみを有す

る。

焼成 :良好

質 :硬質

杯 ・身

14 0

(受部径)
16.2

(残存高 )

4.0
(立ちあがり高)

1.6

1編程度の白色砂粒
を合む。

灰色

内外面回転ナデ。 ピ ッ 好
質
良
硬賊質

杯・ 身

11.2

(受部径)
12.7

(残存 高 )

3,4

(立 ちあがり高)

1,0

微砂粒 を少し含む。

灰色

内外 面 回転 ナ デ。 ピ ッ 焼成 :良好

質 :硬質

杯・身
(残存高 )
31

精良な粘土使用であ

るが、微砂粒を少 し

合む。

暗灰色

内外面回転ナデ。 整地層下

灰茶色砂質土
好
質

良

硬賊質

杯 。身 (高台径)
9.2

(残存高 )
31
(高台高)
1.0

白色微砂粒を少し含
む。

乳灰色

内外面回転ナデ。 整地層下

灰茶色砂質土
好
質
良
硬賊質

杯・ 身 (高台径)
12 0

(残存高)
22
(高台高)
1.3

精製土。

白灰色

内外面回転ナデ。 床上下包合層 好
質

良
硬賊質
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器  種 口径 (cln) 器 高 (cm) 胎 土・色 調 調 整 出土場所 (層 ) 鷹 考

杯・身

16 4

(高 台径 )

11 9

4.2

(高台高 )
06

微砂粒を少し合む。

乳灰色

内外面回転ナデ。 逮構面 好
質
良
硬賊質

杯 ・身 (高台径 )
107

(残存高 )
1_6

(高台高)

05

0 1nlllか らlmm程 度の

白色粒を少し含むが

ほぼ精製土。

灰色

内外 面 回転 ナ デ。 床 土 下 包 合層 好

質

良

硬蹴質

140 杯 ・ 身 (高台径 )

10 1

(残存高 )
1 5

(高台高 )

04

微砂 粒 を少 し含 む。

灰色

内外面回転ナデ。 床 上 下 包 合席 焼成 :良好
質 :硬質

短頸壺

蓋
12 9

(残存高)
32

微砂粒を多く含む。

▼L灰色

内外面回転ナデ。 ピ ント98 外 面残存 部/程 度 に
自然釉 が かか つて い

る。

焼 成 :良好

質 :硬 質

(残存高 )
38

微砂粒を少し含む。

内面―茶灰色

外面―灰色

内外面回転ナデ。 床土下包合層 好
質
良
硬賊質

高杯

(脚 部 )

(残存高)
13 3

0 3mmか らlmH燿度の

白t】笠と、0 5mmか ら

2 mln程 度の灰色粒を

含む。

白灰色

内外面回転ナデ。

内面上部にしばり有

り。

ピ /卜 22 長 方形 の二段 す か し

窓 が三 方 にあ る。

焼 成 :良好
質 :硬 質

高杯

(脚部 )

(残存高 )
38

微砂粒を多く合む。
乳灰色

内外面回転ナデ。 ピ ント56 杯部内面・脚部外面

に自然釉あり。

焼成 :良好

質 :硬質

感
(残存高)
33

微砂 粒 を少 し含 む。

乳灰色

内外面回転ナデ。 濤 6 好
質
良
硬賊質

鉢
(残存高 )
43

l mm程度 の微砂 粒 を

多 く合 む。

暗灰色

内外面回転ナデ。 溶 6 好

質
良
硬賊質

蛤 壷
(残存高)
56

微砂粒を多く含む。

乳白色

釣手部は指押え痕。

内面は回転ナデ。

ピ ン 焼成 :還元不十分

質 :硬質

蛤 豆
(残存高)
44

微砂粒を多く含む。

乳白色

釣■部は指押え痕。

内面は劉離の為調整

不明。

床上下包合層 賊
質
還元不十分

硬質

149 甕 13 1
(残存高)
6_0

精良粘土を使用して

いるが、微砂粒を少

し合む。

灰色

内外面口縁部回転ナ

デ。

内面肩部同心円タタ

キロ。

外面肩部平行タタキ

目。

整地層下・灰

茶色砂質土

同心円タタキロは青

海波タタキロである(

焼成 :良好

質 :硬質
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Nc 器  種 口径 (cln) 器高 (cln) 胎 土・ 色 調 調 整 出上場 所 (層 ) 備 考

甕
(残存高)
5,0

微砂粒 を少し含む。

内面一乳灰色

外面―乳褐色

内外面口縁部回転ナ

ラド。

内面肩部同心円夕夕

キロ。

外面肩部平行 タタキ

目。

遺構面 焼成 :良好
質 :軟質

その他の遺物

N∝ 器  種 質 法量 (cln) 胎 土・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 偏 考

151 把 手片 土師質

l mlnか ら4 nmTE度の

石英粒・黒。白色粒を

多く合み、微砂粒を

多く含む。

乳赤茶色

指押 え痕 。 追構面 把手側面から下方に

かけてスス付着 6

焼成 :良好

質 :軟質

把手片 上師質 29

3 mmTf度 の石英粒と

微砂粒 を多く含む。

乳赤茶色

体部内面にヘラ肖」り。

把手部の下は縦方向

のハケロ。上は指押

え痕。

床上下包含層 焼 成

質

好

質

良

軟

153 把手片 土師 質

0.箭嗣眠度の自色粒と、

茶褐色微砂粒を含む。

乳茶灰色

把 手部 の下 はナ デ。

上 は指押 え痕 。

床上下包合層 把手には一度水平に

作ってから上へおり

まげたような痕が残

っている。

焼成 :良好
質 :軟質

把 手片 須恵質

微砂粒を合む。

乳灰茶色

把手部は指押えのあ

と縦方向のハケロ。

体部外面には沈線が

2本みられる。

床上下包含層 焼成 :良

質 :やや軟質

不 明 土 師 質

微砂粒を含む。

乳茶色

内面ヘラナデ。

外面指押 え。

床上下包合層 朝
頼
賊
質

第 3地点
土師器小皿

No. 口径 (cln) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 形 態 備 考

156

2.輸から3.5mmWE度 の石
英粒を多く含む。

赤茶色

内外面回縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 2調査 区
床 土

I
質

良

軟賊質

2 mln程 度の石英粒と微砂

粒を多く含む。

赤茶色

内外面口縁部ナデ。
タト面底吉田↓旨圧痕。

第 2調査区
床上

I
質

良

軟賊質

158

微砂粒 を少し合む。

乳灰色

内外面口縁部回転ナデ。

内面ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
落 ち込みC
暗灰褐色砂質

土

Ⅱ
質

良

軟蹴質

微砂粒を少し含む。

乳褐色。

内外面口縁部ナデ。

内面底部は外方向から中

心にむかってヘラナデ。

外面底部指圧痕。

第 2調査 区
床土

Il

質

良

軟触質
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No. 口径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (cln) 形態 備 考

7 1 1,3

3m程度の黒色石と微砂
粒を少 し含む。

乳褐色

内外面日縁部ナデ。

内面ナデ。

タトロヨ狂三吉睡はオ旨F■巧髯。

第 2調査区
床土 質

良

軟棘質

1 2

微砂粒を少し含む。

茶褐色

内外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みC

好
質
良
軟賊質

1.2

微砂粒をごく少し合む。

乳灰色

内外面ナデ。 第 1調査区
落ち込みA

好
質
良
軟賊質

微砂粒を少 し含む。

乳赤茶色

内外面ナデ。 第 1調査区
床土

Ⅲ

内面底部にスス付

質

良

軟

着。賊
質

1 4

5m前程度の赤茶色小石と

微砂粒を多く合む。

赤茶色

内外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 2調査区
土器群

Ⅲ

良

質

不

軟蹴質

2.5mmか ら35mれ程度の石
英粒と、微砂粒を多く合

t・。

乳茶色

内面の一部は赤茶色。

内外国縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みA
第 2層灰 th」色
砂質土

皿

質

良

軟賊質

1 5mm程 度の白色小石、慕

色小石、微砂粒を多く合

む。

乳Pk3色

内外面口縁部ナデ。

外面指圧痕。

第 1調査区
ピノ ト40

Ⅲ

好

質

良
軟賊質

微砂粒を含む。

赤茶色

内外面ナデ。 第 1調査区
ピン ト40

Ⅳ

焼 成

質

好
質

良

軟

微砂粒を少し合む。

乳掲色

内外面口縁ナデ。

内面ナデ。

第 2調査区
ピッ ト82

灰褐色砂質土
Ⅳ

焼 成

質

好

質

良

軟

8.2 1 3

4m程度の石英粒と微砂
粒を少し合む。

乳4F」色

内外面口縁部回転ナデ。
タト面底部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰櫛色
砂質土

Ⅳ

好
質
良
軟賊質

31nmか ら3_5卿 1程度の石英

粒と微砂粒を多く合む。

外面―乳茶色

内面一赤茶色

内外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰褐色
砂質土

Ⅳ

焼 成

質

好

質

良

軟

2 5mm罹 度の石英粒と、2

mmか ら3 mm程度の小石を

合み、微砂粒を多く含む

乳掲色

内外面回縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査 区
落 ち込 み A
灰 褐 色砂 質 土

Ⅳ

好

質

良

軟蹴質
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No. 口径 (cm) 器高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 形態 備 考

1 0PI度 の白色粒と微砂
粒を多く含む。

乳褐色

内外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 2調査区
ピット82

仄褐色砂質土 Ⅳ

質

良

軟賊質

土師器皿

酪 _ 口径 (cln) 器高 (clm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

微砂粒を合む。

乳褐色

内外面ナデ。 第 1調査区
床土 質

良

軟賊質

土師質羽釜

No. 回径 (cln) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) 備 考

163
(鍔径 )
22 7

(残存高)
80
(鍔高)
20

4 mmTI度 の石芙粒と茶色

小石を合み、微砂粒を多

く含む。

外面―赤茶色

内面―乳赤茶色

外面口縁部、鍔部はナデ(

内面は剣離の為、調整不

明。

第 2調査 区
床 土 質

良

軟麟質

24 7

(鍔径 )
29 3

(残存高 )
12.0

(鍔高 )
2.5

3 mmか ら4蜘程度の白色
石、黒色石を含み、微砂

粒を合む。

乳茶色

内外面口縁部 ヨコナデ。

内面胴部ハケロとヨコナ

ラF。

外面胴部タテヘラ削 りの

上、ヨコヘラナデ。

第 2ト レ ンチ 鍔の下の部分から銅部に

かけてスス付着。

焼成 :良好
質 :やや軟質

土師質斃

No 口径 (cln) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

20.1
(残存高 )

54

0 1mmか ら0 5mmの 自色微

砂粒を多く含む。

外面―乳黄茶色

内面―乳茶灰色

内外面口縁部ナデ。

内面胴部タテヘラ削り。

第 1調査区
落ち込みB
仄褐色砂質上

頸部内面が黒っぽく変色
している。

焼成 :良好
質 :軟質

24 4
(残存高 )
58

2m程度の白色石を含む
外面一灰褐色

内面一乳褐色

外面タタキロ。 第 2ト レ ンチ 内面に櫛目がほどこされ

ている。

土師質上鍾

No 径 (cm) 長さ(cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

178

5.4

(孔径)
1.5

lmlnか ら5mmrt度 の白色粒
0.3-か ら07離 度のサ灰
色、褐色の微砂粒を合む

赤茶色

ナデ。 第 1調査区
ピット8

好
質
良
軟賊質

３．６確
２．０

5 mmTE度 の白色粒を 2ケ

所と2mSI度の白色粒を
数ケ所に合み、微砂粒を

多く合む。

乳白色

ナデ。 第 1調査区
落ち込みB 質

良

軟賊質
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土師質靖壷

No. 口径 (nln) 器高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高)
65

4 mmtF度の石英粒と l mln

から2m程度の砂粒を含
み、微砂粒を合む。

乳赤茶色

内外面ナデ。 第 1調査区
落ち込みA
暗灰褐色砂質

土

賊
質
やや艮

軟質

117

比較的整良な上を用いる

が、 l mmか ら 2n市千呈度の

赤色粒と灰色微砂粒を含

む。

国縁部一暗茶灰色

底部―乳茶色

内外面ナデ。

内面底部強いオ旨押痕。

外面頸部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みA
灰褐色砂質土

好
質
良
軟賊質

lm程度の赤色粒と仄色
および黒色微砂粒を含む(

外面―乳茶色

外面―灰色

内外面指圧痕。 第 1調査区
落ち込みA
灰褐色砂質土

好
質
良
軟賊質

須恵質舞

No. 口径 (cm) 器高 (cm) 胎 土 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高 )
7.5

2�程度の白灰色、灰白
色石を数イ固合み、黒色の

微砂粒を少 し含む。

灰色

内面ナデ。

外面回縁部ナデ。

外面胴部タタキロ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層仄褐色
砂質上

好

質

良
硬触質

瓦器小皿

Nα 口径 (cm) 器高 (cm) 月台 上 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

1 2

微砂粒を少し合む。

暗灰色

内外面回縁部ヨコナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
床土 質

良
硬賊質

(残存高 )
1 6

微砂粒 を少 し含む。

外面一灰黒色

内面―暗黒色

内外面口縁部ナデ。

内面底部ヘラ磨 き。

外面底部指圧痕のうえナ

デ 。

第 2調査区
床土

外面に鉄分が付着。

焼成 :良

質 :硬質

微砂粒を多く含む。

内面一仄黒色

外面―暗灰色

内外面ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
ピッ ト40 質

良

硬触質

1鰤程度の砂粒を少し合
む。

黒色

内外面ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
ピッ ト40
賊
質
やや不良

やや軟質

(残存高 )
23

微砂粒を少し含む。

暗仄色

内面口縁部ヘラ磨 き。

外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕のうえナ

デ 。

第 1調査区
床土

麟
質
良好

やや軟質

(残存高 )
1 9

微砂粒 を少し合む。

暗灰色

内外面口縁部ナデ。

内面底部ヘラ磨 き。

外面底部指圧痕のうえナ

ラす。

第 1調査 区
床 土

焼成 :良好

質 :やや軟質
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瓦器皿

No. 口径 (CIn) 器高 (cEl) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

(残存高)
2.4

微砂粒 を少し合む。

外面―淡乳灰色

内面―乳灰色

内外面ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 1調査区
床土

内面底部に平行状嗜文。

焼成 :良好
質 :やや軟質

l mlnか ら2硼程度の石英
粒と微砂粒を合む。

暗灰色

内外面ナデ。

内面ヘラ磨 き。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
床土

好
質
良
硬蹴質

2 mlnか ら4耐罹度の石英
粒を合み、微砂粒を少し

合む。

外面―黒灰色

内面一灰白色

内外面ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層仄褐色
砂質土

好
質

良

硬賊質

(残存高 )
2.4

l mlnか ら 3mEE度 の砂 粒
を合 む。

暗灰 色

内外面ナデ。

外面底部指圧痕。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰撮色
砂質土

賊
質
不良

やや軟質

(残存高)
2.8

微砂粒 を少し合む。

外面一茶灰色

内面一黒灰色

内外面日縁部ナデ。

内面底部布による静止ナ

デ。

外面底部指圧痕のうえナ

デ 。

第 1調査区
落ち込みA
暗仄褐色砂質

土

麟
質
良好

やや軟質

瓦器椀

No. 口径 (cm) 器高 (釦 ) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) タイプ 備   考

14.3

(高台径 )
44

微砂粒を少 し含む。

外面―暗仄色

内面―暗灰茶色

内外面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

のうえナデ。

第 1調査区
落ち込みA
暗灰褐色砂質

土
A

焼成 :良

質 :やや硬質

13.7

(高台径 )
50

微砂粒を少 し合む。

灰色

内外面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

のうえナデ。

第 2調査区
ピット92

A

内面に格子状暗文

焼成 :良好

質 :硬質

14.7

(高台径)
5.7

57

微砂粒を合む。

外面―乳灰色

内面―灰色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕 (

第 1調査区
ピット17

A

内面に格子状暗文

焼成 :良

質 :硬質

14.3

(高台径 )
5,0

l nlnか ら3m程度の砂粒
を合む。

暗灰色

内外面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり郡指圧痕

のうえナデ。

第 2調査区
床土

A

内面に平行状暗文

焼成 :良好
質 :やや軟質

15.3

(高台径 )
5,3

微砂粒 を少し含む。

暗灰色

内外面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

のうえナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰褐色
砂質土

A

内面底部に暗文。

焼成 :良好

質 :要質
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No. 口径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) タイプ 備 考

200 159 (残存高)
48

l mlnか ら3m程度の石英
粒を含み、微砂粒を少 し

合む。

黒色

内外面ナデ。
夕1面立ちあがりを財旨圧痕〈

第 1調査区
土羨 B第 1層

A

麟
質
不良

やや軟 質

15 2
(残存高)
48

微砂粒を少し合む。

外面一濃灰色

内面―灰色

内外面ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 1調査 区
落 ち込 み A
灰 栂色砂 質 土 A

内面に鉄分付着。

焼成 :良好

質 :硬質

15 2
(残存高 )
4 1

精製土。

黒灰色

内外面日縁部ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 1調査区
落ち込みA
暗灰色砂質土 A

焼 成

質

好

質

良

硬

17 1
(残存高)
42

微砂粒を少し合む。

外面―暗灰色

内面―濃灰色

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面ナデ。

外面口縁部ヘラ磨 き。

第 1調査 区
落 ち込 み A
灰 鶴色砂 質土 A

好
質
良
硬賊質

126

l mmか ら2m紆呈度の砂粒
を少し合む。

外面―灰黒色

内面―黒灰色

内外面ナデ。

外面底部指圧痕。

第 2調査 区
土器群

B

内面底部に螺旋状

晴文。

焼成 :良

質 :硬質

35

lmれ程度 の砂 粒 を少 し含

む。

灰 黒色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 2調査 区
土器群

B

触
質
やや不 良

やや軟 質

206
(残存高)
30

l mmか ら 2 mttr呈度の砂粒

を含む。

暗灰色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指,王涙

第 2調査 区
土器 群

B

質

良

硬賊質

12 2

微砂粒 を少し合む。

暗灰色

内外面ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

第 2調査 区
土器 群

B

内面に螺旋状ロキ文

焼成 :良好

質 :硬質

128 (残存高 )
3.0

微秒粒 を少し合む。

明灰色

(台部は濃灰色 )

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕 (

第 2調査区
土器群

B

焼成 :良

質 :やや軟質

209 12 0

微砂粒 を少し合む。

暗灰色

内面ヘラ磨 き。

外面口縁部ナデ。

外面底部指圧痕。

第 2調査区
土器群

B

内面底部に螺旋状

暗文あり。

焼成 :良

質 :やや軟質

12 8
(残存高 )
3_1

微砂粒を少 し含む。

灰黒色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕 (

第 1調査区
落ち込みB

B

賊
質
良好

やや軟質
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No. 口径 (cln) 器高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) タイプ 備 考

13.7

lmnか ら2m罹度の砂粒
を少 し含む。

外面―暗灰色

内面―濃灰色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部指圧痕

外面底部指圧痕。

第 2調査区
土器群

B

焼成 :良

質 :やや軟質

212

l mlnか ら3m程度の砂粒
を少 し含む。

外面―白灰色

内面―乳泰灰色

内外面ナデ。

内面口縁部ヘラ磨 き。

タト面立ちあがり部指圧痕

第 2調査区
土器群

B

内面底部に暗文。

焼成 :良

質 :やや軟質

213

精製上 。

明灰色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕 I

第 2調査区
土器群

B

好
質
良
硬賊質

214

3 1n nか ら 5 mmTE度 の石英

粒を含み、微砂粒を少し

合む。

灰黒色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 2調査 区
土 器群

B

棘
質
やや不良

やや軟質

l cnか ら7 mmrI度 のJヽ石

を多く合み、微砂粒を多

く合む。

乳褐色

内外面ナデ。

タト面立ちあがり言貯旨圧痕

第 2調査 区
土器群

B

賊
質
不良

やや覆質

3 mln程 度の石英粒を 2つ
含み、 1‐TI度の砂粒を
含む。

淡青灰色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 2調査区
土器群

C

内面に暗文あり。

焼成 :良

質 :硬質

3.1

l mlnか ら2 nnTF度 の小石
を合み、微砂粒を多く合
屯す。
黒 灰色

内外面口縁部ナデ。 第 2調査区
土器群

C

焼成 :やや良

質 :やや軟質

12 7 35

2鰤程度の石英粒を数ケ
局Flこ含み、 l mmか ら 2 mm

程度の砂粒を合む。

淡灰色

内面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕

第 2調査区
土器群

C

内面底部に暗文。

焼成 :良

質 :硬質

12.8

微砂粒を少し含む。

淡青灰色

内面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕

第 2調査区
土器群

C

棘
質
良好

やや軟質

(残存高 )
22

微砂粒を少し合む。

灰臼色

内面ヘラ磨 き。

外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕

第 2調査区
土器群

C

賊
質
やや良

やや軟質

(残存高)
2.2

微砂粒を少 し合む。

暗灰色

内面ヘラ磨 き。

外面ナデ。

第 1調査区
土渡A

C

好
質
良
硬賊質
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No. 日径 (ctn) 器高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出土場所 (層 ) タイプ 備 考

2m程度の石英粒を合み
微砂粒を少し合む。

暗灰色 (一部灰色 )

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕 (

第 1調査区
落ち込みC
ピ ントd

D 質

良

硬賊質

l mlnか ら2面塁度の砂粒
を含む。

灰黒色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 1調査区
落 ち込みB
第 2層灰褐色
砂質上

D

焼成 :不良
質 :やや硬質

微秒粒を少 し合む。

乳灰色

内外面ナデ。

外面立ちあがり部指圧痕

第 1調査区
落ち込みA

D

焼成 :良

質 :やや硬質

3m程度の石英粒を含み
微砂粒を少し含む。

外面―暗灰色

内面―黒灰色

内面口縁部ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕

第 1調査区
落ち込みB
第 2層 D

内面底部に暗文あ

り。

焼成 :やや良

質 :やや軟質

瓦質鉢

No 回径 (cnl) 器高 (cln) 胎 上 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

2 mmか ら4m程度の石英
粒を合み、 l mmか ら 6 mm

程度の砂粒を含む。

外面一暗灰色

内面―濃灰色

内外面ナデ。

内面立ちあがり部ヘラ磨

き。

外面立ちあがり部指圧痕 (

第 1調査区
ピット■

焼成 :不良

質 :軟質

瓦質莞

No. 日径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

227 28 5 55

2m程度の石英粒と l mm
から2m程度の砂粒を含
む。

外面―濃灰色

内面一日音灰色

内面頸部指圧痕。

外面ナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰欄色
砂質土

賊
質
やや不長

やや軟質

瓦質羽釜

Nα 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 上 。 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

拇
径

ぉ

・８
鍔

２４

(残存高 )
97
(e拳高)
1.8

微秒粒を少し合む。
日を灰色

内外面日縁部ヨコナデ。

内面胴部ハケロ。

外面胴部ヨコナデ。

第 1調査 区
落 ち込 み B
第 1層仄 茶褐
色砂 質土

頸部に直径 l cm程度の穴

が 2つ あく。
焼成 :良好
質 :やや軟質

18 4

(鍔径 )
23.6

(残存高 )
5,9

(ε号高)
1 9

2m程度の石英粒と、lmln
程度の砂粒を合む。

濃灰色

内外面口縁部ナデ。

内面胴部ハケロ。

外面胴部 ヨコヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶褐
色砂質土

賊
質
良好

やや硬質

18 3

(鍔径 )
23 5

(残存高 )
10 7

(鍔高)
21

3面程度の石英粒を 2つ
合み、 l mlnか ら3続程度
の砂粒を合む。

外面―暗仄色 (一部暗茶

灰色 )

内面一暗灰色

内外面口縁部ナデ。

鍔部内面ハケロ、胴部ナ

デ。

外面胴部ヘラナデ。

第 1調査区
ピット41

好
質

良

硬賊質
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聴 、 口径 (cm) 器 高 (cln) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

22.0

(鍔径 )
28.5

(残存高 )
6.6

(鍔高)
25

精製上。0.綸からlmst
度の赤色粒を少し含む。

暗灰色 (中央部は淡橙色)

内外面ヨコナデ。

外面】同部タテヘラ削りの

うえにヨコヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰褐色
砂質土

胎土に見られる赤色粒は

和泉地域の特徴であり、

中央部が淡橙色に変色 し

ているのは使用上が密な

ため熱が内部までとおら

なかったためである。

焼成 :良好
質 :やや軟質

232

24.6

(鍔径 )
33.0

(残存高 )
14.5

(鍔高)
40

微砂粒を少し含む。

暗灰色

内外面口縁部ナデ。

内面胴部ハケロ。

外面胴部ヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶褐
色砂質土

外面鍔下胴部にススの付

着あり。

焼成 :良好
質 :やや軟質

23.0

(鍔径 )
30_8

(残存高)
14 4

(鍔高)
32

1コ�程度の砂粒を含む。

灰色 (内面腹部―淡灰tl
内面ハケロ。

外面口縁部外面胴部ヨコ

ヘラナデ。

第 1調査区
ピット41

灰褐色粘砂

(下層)

触
質
良好

やや軟質

23.9

(鍔径 )
32.6

(残存高 )
8.5

(鍔高)
30

微砂粒を合む。

内面―黒灰色

外面―暗黒灰色

内面ヨコナデ。

外面口縁部ヨコナデ。

外面鍔下ヨコヘラナデ。

外面胴部タテヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶褐
色砂質土

賊
質
良好

硬質

24.5

(鍔径 )
32.9

(残存高)
11.0

(鍔高 )
21

微砂粒を多く含む。

暗灰色

内外面口縁部ナデ。

鍔部内面ハケロ、胴部ナ

デ。

外面胴部ヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶褐
色砂質土

触
質
良好

やや軟質

28 0

(鍔径 )
35 7

(残存高)
8.0

(鍔高 )
30

l mlnか ら 2 mln程度の砂粒

を合む。

暗灰色

内面ヨコヘラ削りのうえ
ハケロ。

外面口縁部ナデ。

外面胴部指圧痕、ヨコヘ

ラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶褐
色秒質土

賊
質
良好
やや軟質

237

28 3

(鍔径 )
35 5

(残存高)
6.0

(gJ4高 )

2.4

1.5-か 媒面程度の白色
粒と、微砂粒を含む。

外面―黒灰色

内面―暗仄黒色

内外面口縁都ヨコナデ。

鍔部内面ハケロ、胴部ヨ

コナデ。

外面胴部ヨコヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶褐
色砂質土

焼成 :良好
質 :硬質

31 8

(鍔径 )
39,7

(残存高)
15.5

(鍔高)
29

2 mmTI度 の白色砂粒を少

し合み、微砂粒を多く合

む。

暗灰色

内外面回縁部ヨコナデ。
鍔部内面ヨコハケロ、胴

部ヨコナデ。

外面鍔部下ヨコヘラナデ

胴部タテヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層灰褐色
砂質主

外面鍔下胴部にスス付着

焼成 :良好
質 :やや軟質

33 5

(鍔径 )
39.8

(残存高)
9,5

(鍔高 )
4.5

1.5mmTI度 の白色粒を合み、

微砂粒を合む。

内面―黒灰色

外面―暗灰黒色

内外面口縁部ヨコナデ。

内面胴部ハケロ。

外面鍔下ヨコヘラナデ、

胴部タテヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 1層灰茶掘
色砂質土

焼成 :良好
質 :硬質

陶磁器

No. 器  種 口径 (cm) 器 高 (m) 胎 土・色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

陶器碗 (高台径 )
5.4

(残存高)
2,7

緻密Ь

乳白色

内外面回転ナデ。 第 1調査区
落ち込みB

削 り出し高台。

焼成 :良好
質 :硬質

-83-



No 器  種 r¬ 径 (cm) 協
=言

�(〔
―m) 胎土・ 色 調 調 整 出上場 所 (婚 ) 備 考

隷
碗

(高台径 )

42

(残存津i)
4 2

級密。

素地―乳灰色

釉―淡灰緑色

内外面全体に釉がか

かっている。

外面立ちあがり部ヘ

ラ削 り_

第 1調査区
床 :し

削り出し高台。

焼成 :良好
質 :硬質

青磁 片

紙常 c

繁地―乳灰色

和―乳緑灰色

第 1調査区
床上

内外面にカキロが施

されている。

焼成 :良好
質 :硬質

青磁片

級 密。

素地 ― 白灰 色

rlll― 灰緑 色

第 1調査 区
床 上

焼成

質

良

硬質

白磁 片

級密。

素地一白灰色

和―灰緑色

第 1調査区
床土 質

良

硬賊質

に1磁片

級 密 。

素地 ― 白灰色

釉 ―乳緑 灰 色

第 2調査区
ピ ノ ト99

同安窯系

焼成 :良好
質 :頂質

246 白磁 丹
ド

級密。

素地―白灰色

和一▼L灰 色

第 1調査 区
床 土

好

質

良

硬賊質

瓦

No. 器  極 器高 (cm) l171土 ・ 色 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

,吉車文

軒平瓦

lmmか ら1 5mm程 度の ri色

石を少 し含む。

文様部―乳灰白色

内外面一乳灰黒色

内面ヘラナデっ 第 2調査 区
床 土

好

質

良
硬賊質

店草文

革F平瓦

2 mln程 度の白色石を含む(

暗灰色

内外 面平 ナ デっ 第 2調査区
床土

好
質
良
硬賊質

文
瓦
珠
平
連
軒

2 mm程 度 の灰 白色 石 を少

し合 むぅ

l1/灰 黒 色

内外面ヘラナデ。 第 1調査区
時茶色礫混り

砂質土

好
質
良
硬賊質

250
巴文軒

丸瓦

1 5mmか ら2nvl程度の白色

石とI暗黒色石を合む。
‖音Ⅲ表灰色

外面一ヘラ削り

内面一櫛状痕

第 2調査 区
床 土

好
質
良
硬棘質

巴文軒

丸瓦

l olnか ら 2m程 度 の 白色
粒 と 2而 r呈度 の灰 黒色 石
を少 し合 む。

Hfyi灰 黒色

内外面ヘラナデ。 第 2調査 区
床 土

好

質

良
頂触質

252 呻瓶

l mmか ら 2硼程度の白色
石と0箭mか ら1 5肛胡翌度
の灰黒色石を少 し含む。
HI灰黒色

外面一ヘラ削り

内面―ヘラナデ。

第 2調査 区
床 土

好
質
良
硬賊質
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Nα 器 種 器高 (an) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

253
巴文軒

丸瓦

2 mlnか ら3鰤程度の白色
石を合む。

暗灰黒色

内面ヘラナデ。 第 2調査区
床土

焼成 :良好
質 :硬質

巴文軒

丸瓦

1.韓 の白色石を少し

含む。

内面ヘラナデ。 第 2調査区
床土

焼成 :良好
質 :硬質

255
巴文軒

九瓦

2剛程度の白色石を少 し
合む。

暗仄黒色

外面―ヘラ削 り。

内面一指ナデ、ヘラナデ

第 2調査区
床土

焼成 :良好
質 :覆質

巴文軒

丸瓦

2m程度の白色石を 1カ
所に合み 2m市程度の茶黒

色石を 1カ所に合む。

内外面ヘラナデ。 第 1調査区
暗茶色礫混 り

砂質土

賊
質
良好

硬質

石製品

No 器  形 法量 (cln) 石 材 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

砥  石

大きさ

3 1× 9.ユ

最大厚

3.4

砂岩。

乳灰色

第 1調査区
落 ち込みC
暗灰褐色砂質
土

使用面は四面である。

質 :硬質

祗 石 片
最大厚

19

砂岩

赤茶灰色

第 1調査区
湊 2

仄褐色砂質土

使用面は一面である。

質 :硬質

自然木

No. 直径 (cln) 長 さ (cln) 木 材 ・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

自然木

暗茶色

第 1調査区
ピット44

弥生 。古墳・歴史時代の遺物

No 器  種 口径 (cm) 器 高 (cm) 胎 土・ 色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

弥生式

上器

褒

26 0
(残存高 )
4.1

l mmか ら 2n市程度の

赤茶色粒、灰色粒を

多く含み、微砂粒を

多く合む。

乳茶褐色 (口縁の一

部は暗茶色 )

内外面ナデ。 第 1調査区
落ち込みB
第 2層

棘
質
良好

硬質

土師器

甕
14.9

(残存高)
5.8

6m程度の白色小石
と3mSI度の黒色小
石および 2画程度の
白色小石、微秒粒を

多く合む。

灰赤茶色

内外面口縁部劉離の

為、調整不明。

内面胴部ハケロ。

外面顕部から胴部タ

タキロ。

第 1調査区
落ち込みA
暗灰褐色砂質

土

賊
質
やや不良

軟質
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館 _ 器  種 口径 (cm) 器高 (cln) 胎 土 ・色 調 調 整 出上場所 (層 ) 備 考

上師器

甕

118
(底部径 )
65

18 0

lmnか ら2-TE度の
石英粒と白色粒を合

み、微砂粒を多く含

む。

乳赤茶色

底部内面は乳茶掘色

内外面口縁部剣離の

為調整不明。

内面胴部ハケロ。

内面底部ヘラナデ。

外面頸部胴部タタキ

目。

第 1調査区
落ち込みB 質

良
軟賊質

土師器

甕
(底部径 )
37

(残存高)

37

0.5-か ら4mmの 自色
小石と多くの微砂粒

を合む。

外面―赤茶色

内面一暗褐色

内面底部ナデ、ヘラ

ナデ。

外面胴部タタキロ。

外面底部ナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層

質

良

軟賊質

264
土師器

甕
(底部径 )
37

(残存高)
28

lmnか ら2而程度の
石英粒と0 5mlnか ら3

mnの 黒色砂粒および

赤茶色砂粒を合む。

乳褐色

内面底部ヘラ削り。

タト面胴部タタキロ。

外面底部未調整。

第 1調査区
トレンチ 質

良

軟賊質

265
土師器

甕
13.9

(残存高 )

5.4

l mmか ら 2雌 度の
石英粒と小石を多く

含む。

赤茶色

内面・外面口縁部剖

離の為調整不明。

外面頸部ナデ。

第 1調査 区
落 ち込 み B
第 2層

賊
質
やや良

秩質

土師器

高杯

18.0

(脚郡径 )
11.4

12 8

0 1mlnか ら0.箭諦眠度
の白灰色、灰黒色砂

粒を含む。

乳茶色

脚部内面ナデがのこ

るほか劉離の為調整

不明。

第 2調査区
ピット9o

焼成 :良好
質 :軟質

土師器

高杯
15_2

(残存高 )
10.8

0.lmlnか らlmm程度 の

黒色 及 び白色砂 粒 を

多 く合 む。

杯都外面―J帝赤偶色
杯部内面―赤偶色
脚部外面―乳茶色
脚部内面―乳白茶色

杯部内外面ヨコナデ。

脚部内面ンボリ。

脚部外面ヘラナデ。

第 1調査区
落ち込みB
第 2層

質

良

軟賊質

土師器

高杯
23 7

(残存高 )
74

2脚程度の石英粒 と
l nlnか ら2m瘤眠度の

黒色粒および微砂粒

を多く合む。

赤茶色

日縁の一部は暗灰色

杯部外面ヘラケズリ。

他は剣離の為調整不

明。

第 2調査区
土器群

焼成 :良

質 :軟質

土師 器

小 型 丸底

土器

2 mmか ら4n“耳呈度の

黒色粒、赤黒粒を合

み、微砂粒を多く合

む。

乳赤茶色

内面ナデ。

外面口縁部剣離の為

調整不明。

第 2調査区
ピッ ト9o

焼成 :良好
質 :軟質

270
土師 質

皿
(高台径 )
7.0

(残存高 )
26

l mlnか ら3m訴呈度の
砂粒を合む。

淡茶色

内外面ナデ。 第 1調査区
落ち込みA
第 2層仄褐色
砂質土

触
質
やや不良

軟質

土師質

高盤

(残存高 )
4.1

微砂粒 を含む。

外面一茶褐色

内面一淡茶褐色

杯底部外面ヘラナデ。

脚内部ヘラナデ、指

圧痕。

脚外面タテヘラ削 り。

第 1調査区
床土

脚部の筒部外面は 8

面の面とりがなされ

ている。

焼成 :良好
質 :軟質

須恵器

広口壷
高台径

(10.0)

(残存高 )
45

4而程度の黒色小石
と 7蜘程度の自色小
石、および微砂粒を

少し含む。 乳灰色

内夕ヽ面回転ナデ。 第 1調査区
床土 質

良
硬賊質

(楠山 ,大橋 )
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